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＜参考＞ 

１．国際勧告との関連 

 本標準は、国際電気通信連合電気通信標準化部門（ＩＴＵ－Ｔ）ＳＧ１３全体会合で承認されたＩＴＵ－

Ｔ勧告草案Ｉ．３６４“SUPPORT OF THE BROADBAND CONNECTIONLESS DATA BEARER SERVICE 

BY THE B-ISDN”に準拠している。ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３６４の初版は９２年６月のジュネーブ会合で凍

結され、９３年３月の第１回ＷＴＳＣで承認された。その後も詳細規定の議論が継続され、９４年１１月

のＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１３会合で改版に向けての技術内容が凍結された。更に９５年７月のジュネーブ会合に

て決議案第１号手続きを開始することが承認された。その後９９年２月ＩＴＵ－Ｔ ＳＧ１３全体会合で改

版が承認された。 

 

２．上記国際勧告などに対する追加項目 
2.1 オプション項目 
 特になし 

 

2.2 ナショナルマター項目 
 特になし 

 

2.3 上記国際勧告から削除した項目 
 本標準の付録Ⅱは、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３６４の Appendix 2 に基づき、本標準、特にＣＣＬ Ｒ＆Ｒ機能

の理解を助けるためにＳＤＬの例を補足したものである。ただし、このＩ．３６４Appendix 2のＳＤＬ図に

まだ完成されていない部分や不明確な部分もあり、混乱を避けるため、一部図を削除している。削除した

箇所は、本標準の付録Ⅱ中に示す。 

 

2.4 その他 
  (1)  本標準の付録Ⅰは、 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３６４の Appendix 1 をもとに、本文中に使用されている

用語を追加し、名称を「略語および用語一覧」と変更している。 

  (2)  本標準の付録Ⅱは、 ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３６４の Appendix 2 に基づき、本標準の理解を助けるた

めにＳＤＬの例を補足したものである。ただし、このＩ．３６４の Appendix 2 自体に不明確な部分

もあり、より理解の明確化を目的として、付図Ⅱを修正、付図Ⅱ－３、Ⅱ－４、Ⅱ－５、Ⅱ－６、

Ⅱ－７を補足追加した。追加した箇所は、本標準の付録Ⅱ中に示す。 

 

３．改版の履歴 
 

版 数 発  行  日 改 版 内 容 

第１版 平成 7 年 11 月 28 日 制 定 

第２版 2000 年 4 月 20 日 対応する国際勧告の改版に伴う修正 

 

４．工業所有権   

 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧に

なれます。 

 

５．その他 
 ＪＴ－Ｉ３６４が参照している勧告、標準等 

 ＴＴＣ標準： ＪＴ－Ｆ８１２、ＪＴ－Ｉ２１１、ＪＴ－Ｉ３６３．３、ＪＴ－Ｉ３７１ 

 ＩＴＵ－Ｔ勧告： Ｉ．１１３、Ｅ．１６４、Ｉ．３２４、Ｉ．３２４、Ｉ．３２７ 

 ＩＳＯ／ＩＥＣ ＩＳ： ８８０２－６，１００３９
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１．適用範囲

　本標準は、以下の勧告、標準と合わせて広帯域ＩＳＤＮによる広帯域コネクションレスデータベアラサー

ビス（ＢＣＤＢＳ）のサポートについて述べる。

　・ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．１１３；‘コネクションレスサービス’を定義する。

　・ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｆ８１２「広帯域コネクションレスデータベアラサービス」；広帯域コネクションレ

スデータベアラサービスのサービス記述を述べている。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｆ８１２は、一般に以下の内

容を含むサービスを述べている。

　　・発信元アドレス認証

　　・ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４番号体系に基づくアドレス

　　・ポイント・ポイント情報転送

　　・マルチキャスト情報転送

　　・ポイント・ポイントやマルチキャスト情報転送に関するアドレススクリーニング付加サービス

　　・課金のためのネットワーク機能

　　・他のコネクションレスやコネクション型データサービスへのインタワーキング

　　・ＱｏＳパラメータ

　・ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２１１「広帯域ＩＳＤＮサービス原則」；コネクションレスデータサービスの概要

を述べる。

　　ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ２１１は、コネクションレスデータサービスをサポートするためにタイプ（ｉ）と

タイプ（ｉｉ）という２つの形態を指定する。タイプ（ｉ）において、コネクションレスサービス機能

（ＣＬＳＦ）は、広帯域ＩＳＤＮの外に置かれる。タイプ（ｉｉ）においては、ＣＬＳＦは、コネクショ

ンレス技術に基づいて転送されるデータのルーチングを処理するような広帯域ＩＳＤＮの中に置かれ

る。

　・ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３２７；サービス（例えばコネクションレスサービスの）をサポートするための‘高

位レイヤ能力’について述べている。そして上記の場合についての機能アーキテクチャモデルを与える。

　・ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６３．３；ＡＡＬタイプ３／４を規定する。

　本標準は、広帯域ＩＳＤＮコネクションレスサービス機能を用いるＢＣＤＢＳのタイプ（ｉｉ）（直接）

規定と関連する。しかしながら、本標準の概要は、ＢＣＤＢＳのタイプ（ｉ）のいくつかの規定にも適用で

きる。この標準は、ＢＣＤＢＳのネットワーク提供のための概要とその実現に用いられるプロトコルについ

て述べている。
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２．広帯域ＩＳＤＮによる広帯域コネクションレスデータベアラサービス規定のための概要

2.1　広帯域ＩＳＤＮによる広帯域コネクションレスデータベアラサービスの定義

　この定義は、本標準と関連するＴＴＣ標準ＪＴ－Ｆ８１２によって提供される。

2.1.1　グループアドレッシング

　グループアドレッシングは、マルチキャスト通信（ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｆ８１２　２章）のために使用され

るメカニズムである。

　マルチキャスト情報転送は、いくつかの対向相手に同じコネクションレス網アクセスプロトコルプロトコ

ルデータユニット（ＣＬＮＡＰ－ＰＤＵ）を分配するような網にユーザが１つのＣＬＮＡＰ－ＰＤＵを送る

ことを許す。その網は、グループアドレスによって表される複数の個別のアドレスに関連したコネクション

レスアクセスインタフェース（ＣＬＡＩ）を介してグループアドレスＣＬＮＡＰ－ＰＤＵ（ＧＡＰ）のコピー

をただ１つだけ分配しなければならない（すなわち、複数の宛先アドレスに関連するＣＬＡＩは、網から１

つのコピーを受け取るということである）。ＧＡＰは、元のＣＬＡＩにコピーされて戻されてはならない。

ＧＡＰのある受け取り手は、そのＧＡＰによって運ばれる宛先グループアドレスをＧＡＰの受け取り手にマ

ルチキャストするために利用してもよい（しかし自分自身は含まない）。あるグループアドレスのメンバで

ないものが、そのグループに対してＧＡＰを送ることもある。

　アドレススクリーニングの結果により、ＧＡＰのコピーのいくつかは分配されないこともあるが、その他

全てのコピーは転送される。

　各グループアドレス（ＧＡ）でただ１つの個別アドレスの組を指定できるように保証することは、サービ

ス提供者の役割である。ＧＡは、アドレスタイプによって個別アドレスと区別することができる。

2.2　機能的アーキテクチャ

　広帯域ＩＳＤＮによるＢＣＤＢＳの規定は、ＡＴＭ交換能力とコネクションレスサービス機能（ＣＬＳ

Ｆ）によって実現される。ＡＴＭ交換能力は、コネクションレスプロトコルを処理し、コネクション型環境

で転送できるように、コネクションレスデータユニットをＡＴＭセルに適用することができる特別な機能グ

ループであるＣＬＳＦの間に、広帯域ＩＳＤＮにおけるコネクションレスデータユニットの転送を提供する。

ＣＬＳＦ機能グループは、プライベートコネクションレスネットワークまたは特別なサービス提供者のよう

な広帯域ＩＳＤＮの外側に、あるいは広帯域ＩＳＤＮの中に置かれることもある。広帯域ＩＳＤＮによるＢ

ＣＤＢＳに関連する明確な参照構成は、図２－１／ＪＴ－Ｉ３６４に表される。

　ＡＴＭ交換能力は、ＡＴＭ転送網を実現するＡＴＭノード（ＡＴＭスイッチ／クロスコネクト）によって

実現される。ＣＬＳＦ機能グループは、広帯域ＩＳＤＮコネクションレスプロトコルを終端し、本来のコネ

クション型ＡＴＭレイヤプロトコルにＰＤＵ順序の整合性の保存を含んだコネクションレスプロトコルを

適用するための機能を実現する。コネクションレス機能は、コネクションレスレイヤ（ＣＬＬ）と記述され

るＡＡＬ以上のレイヤ構造に関連する。そして、コネクションレス網アクセスプロトコル（ＣＬＮＡＰ）や

コネクションレス網インタフェースプロトコル（ＣＬＮＩＰ）によって実行され、各々ルーチングとリレー

イング（ＣＬＬ　Ｒ＆Ｒ）機能に関連している。アダプテーション機能は、コネクションレスプロトコルを

コネクション型ＡＴＭレイヤプロトコルに展開する機能や、ＡＴＭアダプテーションレイヤ３／４（ＡＡＬ

３／４）によって実行される機能を含んでいる。

　ＣＬＬプロトコルは、ルーチングやアドレッシング、ＱｏＳ選択のような機能を含んでいる。コネクショ

ンレス（ＣＬ）データユニットのルーチングを実行するために、ＣＬＳＦは、基本となるＡＴＭ網の制御／

管理プレーンに相互作用しなければならない。ＣＬＳＦとＡＴＭ網の制御／管理プレーンの相互作用に関し

ては、今後の検討課題である。

　ＣＬＳＦ機能グループは、図２－２／ＪＴ－Ｉ３６４（オプションＡ）に示されるようにＡＴＭ交換能力
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とともに同じ装置の中で実現することができる。この場合、Ｐ参照点でのインタフェースを定義する必要は

ない。ＣＬＳＦ機能グループとＡＴＭ交換能力は別々の装置に実現することも可能である（図２－２／ＪＴ

－Ｉ３６４，オプションＢ）。この場合、インタフェースは、ＣＬＳＦが広帯域ＩＳＤＮの外部または内部

に置かれるかどうかによってＭまたはＰ参照点（ＩＴＵ－Ｔ勧告　Ｉ．３２４／ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３２７

参照）で定義されなければならない。

　広帯域ＩＳＤＮによるＢＣＤＢＳの規定のための一般的プロトコル構成を図２－３／ＪＴ－Ｉ３６４に

示す。

CLSF ：コネクションレスサービス機能

M,P,S,T ：参照点

図２－１／ＪＴ－Ｉ３６４　Ｂ－ＩＳＤＮにおけるＣＬデータサービスの規定に関する参照構成

          （ITU-T I.364）

広帯域ＩＳＤＮ
カスタマ

Ｂ    ＢＳ  ／Ｔ

Ｍ

Ｍ

特定のサービス
提供者

ＣＬＳＦ

Ｂ    ＢＳ  ／Ｔ

Ｐ

ＡＴＭ交換能力

ＣＬＳＦ

特定のサービス
提供者

ＣＬＳＦ

ＣＬＳＦ

プライベート
コネクションレス
ネットワーク

広帯域
ISDN
カスタマ

広帯域ＩＳＤＮ
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図２－２／ＪＴ－Ｉ３６４　ＣＬＳＦとＡＴＭ交換能力の実現法

                        （ITU-T I.364）

　注：本標準の適用範囲においては、ＡＡＬ３／４のＳＳＣＳ（ＣＳサービス依存部）は使用されない

図２－３／ＪＴ－Ｉ３６４　Ｂ－ＩＳＤＮによるＢＣＤＢＳの規定に関する一般的なプロトコル構造

        （ITU-T I.364）

2.3　コネクションレスサーバ機能詳細

　コネクションレスサーバ（ＣＬＳ）は、ＣＬＳＦを含んだ網構成要素である。ＡＴＭノードや他のＣＬＳ

との接続は、Ｐ／Ｍ参照点で行い、広帯域ＩＳＤＮのユーザ装置との接続は、ＳB／ＴB 参照点で行う。Ｃ

ＬＳは、次のような機能を含んで動作する（図２－４／ＪＴ－Ｉ３６４を参照）：

　－ＡＴＭコネクションを終端するためのポートに関連する全ての機能を含んだコネクション機能（ＣＦ）

　－広帯域ＩＳＤＮによるＢＣＤＢＳをサポートするために要求される全てのサービス固有機能を含むコ

ネクションレスサービス処理機能（ＣＬＨＦ）。一般的にそれは、網全体の正常性の問題（アドレス認

証／スクリーニング、アクセスクラス強制制御など）や中継の問題（ルーチング、グループアドレス処

理）と関連する。

　－コネクション／リソース処理とサービス処理に関連する制御機能（ＣＴＦ）。サーバにおいて通信リソー

スを有効に制御するのに必要な情報が、シグナリングあるいは管理プロトコルを介して他の網装置と交

換される。

　－運用保守機能（ＯＡＭ）

ＣＬＳＦ

オプション Ｂ
別々の装置で実現された
ＣＬＳＦとＡＴＭ交換能力

オプション Ａ
同一装置内に実現された
ＣＬＳＦとＡＴＭ交換能力

ＡＴＭ
交換能力

Ｐ ＰまたはＭ

ＣＬＳＦ

ＡＴＭ
交換能力

ＡＴＭ交換能力
及び中継ＣＬＳＦ

ＡＴＭ交換能力
及びアクセスＣＬＳＦカスタマ宅内装置

ＡＡＬ3/4

ＣＬＮＡＰ

ＡＴＭ

物理

ＡＴＭノード ＡＴＭノード

ＡＴＭ

物理

ＡＴＭ

物理

ＣＬＮＡＰ

ＣＬＬ Ｒ＆Ｒ
ＣＬＮＩＰ

ＡＡＬ3/4

ＡＴＭ

物理

ＡＡＬ3/4

ＡＴＭ

物理

ＣＬＮＩＰ

ＣＬＬ Ｒ＆Ｒ
ＣＬＮＩＰ

ＡＡＬ3/4

ＡＴＭ

物理

ＡＡＬ3/4

ＡＴＭ

物理
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　　　ＡＴＦ：アクセス終端機能

　　　ＮＴＦ：網終端機能

　　ＣＬＭＦ：コネクションレスマッピング機能

　　注：中継ＣＬＳは、アクセス終端機能やアクセスコネクション制御機能を含まない

図２－４／ＪＴ－Ｉ３６４　コネクションレスサーバ機能モデル

                        （ITU-T I.364）

　アクセス終端機能（ＡＴＦ）ブロックは、１つまたはそれ以上のＡＴＭノードを介して広帯域ＩＳＤＮユー

ザから、または広帯域ＩＳＤＮユーザへ情報を受信／送信するのに必要な機能を含む。そのブロックは、物

理レイヤ、ＡＴＭレイヤ、ＡＡＬタイプ３／４プロトコルやＣＬＮＡＰに対応するプロトコル機能を実行す

る。

　網終端機能（ＮＴＦ）ブロックは、１つまたはそれ以上のＡＴＭノードを介してコネクションレスサーバ

から、またはコネクションレスサーバへ情報を受信／送信するのに必要な機能を含む。そのブロックは、物

理レイヤ、ＡＴＭレイヤ、ＡＡＬタイプ３／４プロトコルやＣＬＮＩＰに対応するプロトコル機能を実行す

る。

　ＡＴＦとＮＴＦの両ブロックは、ＡＴＭコネクションを終端する機能、及びいくつかのＣＬサービスに特

化した機能を含む。コネクションレスアクセスインタフェース（ＣＬＡＩ）と、コネクションレス網インタ

フェース（ＣＬＮＩ）の仕様に関連するＡＴＦとＮＴＦの機能的アーキテクチャは、本標準の節２．４で記

述される。

　ＣＬＨＦは、ＡＴＦ／ＮＴＦブロックとコネクションレスマッピング機能（ＣＬＭＦ）に分割されて配置

される。

　ＣＬＭＦブロックは、ルーチング、アクセスと網終端間のプロトコル変換とグループアドレス処理機能を

ＡＴＦ

コネクション機能

コネクションレスサービス処理機能

制御機能

運用保守機能

アクセス
コネクション
制御

コネクション
＆

リソース
処理機能

網
コネクション

制御

ＣＬＭＦ 他のサービス
固有機能

相
互
動
作

ＡＴＦ

ＡＴＦ

ＮＴＦ

ＮＴＦ

ＮＴＦ
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実行する。ＣＬＭＦブロックは、次のような機能ブロックによって構成される。

・グループアドレス処理機能（ＧＡＨＦ）

・プロトコル変換機能（ＰＣＦ）

・ルーチング

　ＧＡＨＦブロックは、このコネクションレスサーバ（ＣＬＳ）によってアドレス展開が要求されるグルー

プアドレスＣＬＮＡＰ－ＰＤＵとグループアドレスＣＬＮＩＰ－ＰＤＵの両方を扱う。この機能ブロックは、

グループアドレスをそれに関連する個別アドレスに展開するようなグループアドレスデータユニット処理

を実行する。その展開された個別アドレスは、このＣＬＳあるいは遠隔ＣＬＳによってサービスされるエン

ドユーザを指定することもある。

　プロトコル変換機能（ＰＣＦ）ブロックは、アクセス終端機能（ＡＴＦ）と網終端機能（ＮＴＦ）との間

のプロトコル変換を実行する。特に、ＣＬＮＡＰ－ＰＤＵからＣＬＮＩＰ－ＰＤＵを適切に生成するため、

または受信したＣＬＮＩＰ－ＰＤＵからＣＬＮＡＰ－ＰＤＵを再生するために必要な全ての関係する情報

を提供する。

　ルーチングと称したブロックは、ユーザ・網インタフェース（ＵＮＩ）あるいは網ノードインタフェース

（ＮＮＩ）を介して転送されるプロトコルデータユニット（ＰＤＵ）の宛先アドレスに基づき、その宛先へ

届けるために適切な出線物理リンクとバーチャルパス識別子／バーチャルチャネル識別子（ＶＰＩ／ＶＣ

Ｉ）を選択する。

　制御機能（ＣＴＦ）は次の機能ブロックを含む。

・アクセスコネクション制御

・網コネクション制御

・コネクション／リソース処理機能

　これらのブロックは、内部のリソース配分（例えばＣＬメッセージ多重、ＱｏＳ保証に関連する）やコネ

クション設定／解除等に関連する機能を実行する。特に、もしＢＣＤＢＳが端末－ＣＬＳ間、ＣＬＳ－ＣＬ

Ｓ間で交換制御されるＡＴＭコネクション上で提供されるなら、アクセスと網コネクション制御機能は、そ

れぞれユーザアクセスと網のシグナリングシステムをサポートする能力を提供する。そのかわり、もしＢＣ

ＤＢＳが端末－ＣＬＳ間あるいはＣＬＳ間に固定または半固定ＡＴＭコネクション上で提供されるなら、ア

クセスと網コネクション制御機能は、管理プレーンに関連づけられる。

　上記に述べられた機能は、ある特定の実装を示唆しているのではない。

2.4　インタフェース

　以下の節において、広帯域ＩＳＤＮ上のＢＣＤＢＳの提供のためのアクセスインターフェースと網インタ

フェースが、ユーザプレーンに関して述べられている。これらのインタフェースのための制御と管理プレー

ンの機能的記述は、今後の検討課題である（節２．９参照）。

2.4.1　コネクションレスアクセスインタフェース（ＣＬＡＩ）

　コネクションレスアクセスインタフェース（ＣＬＡＩ）は、ＡＴＭ網上でのＢＣＤＢＳへのユーザアクセ

スをサポートする。

　ＡＴＭ網へのユーザアクセスは、ＳB／ＴB 参照点で提供される。ＣＬＡＩは、あるＵＮＩ上の単一のＡ

ＴＭコネクションに関連する（その上でＣＬＮＡＰが動作するような）ＡＡＬコネクションの組を提供する。

ＣＬＡＩは、そのＵＮＩに割り当てられる１つまたは複数のＥ．１６４番号体系によって指定される。

　直接サービスの規定は、ＣＬＳを利用することによって実行される。

　ユーザ端末は、ＳB／ＴB 参照点で直接ＣＬＳにアクセスしてもよい。プロトコルスタックは、ＣＬＡＩ

の一方にあるユーザ装置の中と、もう一方にあるＣＬサーバの中の両方で、ＵＮＩ物理レイヤとＡＴＭレイ
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ヤを含んでいる。ＡＴＭユーザアクセスに見られるようなポリシング機能は、ＣＬＡＩのサーバ側で実行さ

れる。

　１つあるいはそれ以上のＡＴＭノードを介するサーバへの間接ユーザアクセスも可能である。この場合に

おいて、ユーザ装置と隣接するＡＴＭノード間のインタフェースはＳB／ＴB 参照点で定義され、一方サー

バと隣接するＡＴＭノードとの間は、Ｐ／Ｍ参照点で定義される。

　ＳB／ＴB 参照点では、ＣＬＡＩプロトコルスタックの物理レイヤとＡＴＭレイヤは、ユーザ端末とＡＴ

Ｍノードにおいて終端される。それらは、ＡＴＭ　ＵＮＩに基づいている。ＡＴＭユーザアクセスに見られ

るような使用量パラメータ制御（ＵＰＣ）機能は、ＵＮＩの網側でＡＴＭ網構成要素によって実行される。

　Ｐ参照点で、ＣＬＡＩスタックの物理レイヤとＡＴＭレイヤは、サーバとＡＴＭノード側で終端され、Ａ

ＴＭ　ＮＮＩに基づいている。

　Ｍ参照点での、ＡＴＭアクセス終端機能は、今後の検討課題である。

　ＣＬ特有のプロトコル（ＡＡＬタイプ３／４とＣＬＮＡＰ）により実行される機能は、直接と間接アクセ

スのどちらの場合においても同じである。直接と間接アクセスのためのＣＬＡＩプロトコルスタックは、図

２－５／ＪＴ－Ｉ３６４に示される。ＣＬＡＩプロトコル機能と要素は、本標準の３章において定義される。
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図２－５／ＪＴ－Ｉ３６４　ＣＬＡＩに関するユーザプレーンでのプロトコルスタック

              （ITU-T I.364）

2.4.1.1　アクセス終端機能（ＡＴＦ）

　ＡＴＦブロックは、ＣＬＡＩプロトコルスタックに関連する全ての終端機能といくつかのサービスサポー

ト機能を実行する。図２－６／ＪＴ－Ｉ３６４は、ＡＴＦブロックの機能分割を示す。

　　　ＣＬＡＴＦ：コネクションレスアクセス終端機能

　　　　ＡＡＴＦ：ＡＴＭアクセス終端機能

図２－６／ＪＴ－Ｉ３６４　ＡＴＦ機能分割

                                 （ITU-T I.364）

ＡＴＦ

ＣＬＡＴＦ

ＡＡＴＦ

ＳＢ／ＴＢ点でのＣＬＡＩ

(b)ＡＴＭノードを介するアクセス

カスタマ宅内装置 ＣＬサーバ

Ｐ点でのＣＬＡＩ

ＡＴＭノード

ＣＬＮＡＰ

ＡＡＬ３／４

ＡＴＭ（ＵＮＩ）

物理

ＣＬＮＡＰ

ＡＡＬ３／４

ＡＴＭ（ＮＮＩ）

物理

ＡＴＭ（ＮＮＩ）

物理

ＡＴＭ（ＵＮＩ）

物理

(a)直接アクセス

カスタマ宅内装置 ＣＬサーバ

ＣＬＮＡＰ

ＡＡＬ３／４

ＡＴＭ（ＵＮＩ）

物理

ＳＢ／ＴＢ点でのＣＬＡＩ

ＣＬＮＡＰ

ＡＡＬ３／４

ＡＴＭ（ＵＮＩ）

物理
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　以下の記述は、ある特定の実装を示唆してはいない。

2.4.1.1.1　ＡＴＭアクセス終端機能（ＡＡＴＦ）

　ＡＡＴＦは、広帯域ＩＳＤＮプロトコル参照モデルの物理レイヤとＡＴＭレイヤのプロトコル機能を実行

する。

　さらに、ＡＡＴＦは、それによってサービスされるサーバとユーザ間の通信をサポートするための呼設定

／解放の要求に必要な機能を実行する。

　ＵＰＣとＮＰＣの両方、またはそのどちらかに基づくトラヒックモニタリングと制御機能も、ＴＴＣ標準

ＪＴ－Ｉ３７１の規定に従い、ＡＡＴＦによって実行されることもある。

2.4.1.1.2　コネクションレスアクセス終端機能（ＣＬＡＴＦ）

　この節は、ＣＬＳの中で実行されるＣＬアクセス終端機能のみを述べる。

　ＣＬＳのＣＬＡＴＦは、ＡＡＬタイプ３／４（分割組立（ＳＡＲ）とＣＳ共通部（ＣＰＣＳ）のサブレイ

ヤ）とＣＬＮＡＰのプロトコル機能を実行する。

　実行される他の機能は次のものを含む。

　・発信元アドレス認証

　　それぞれのＣＬＮＡＰ－ＰＤＵの発信元アドレスは、ＣＬＡＩのサーバ側で、ＣＬＮＡＰエンティティ

によってチェックされる。

　・ローカルトラヒックフィルタリング

　　それぞれのＣＬＮＡＰ－ＰＤＵの宛先アドレスは、ループバック試験（節２．９参照）を除いて、カス

タマ宅内装値（ＣＰＥ）への内線通信を遮蔽するために、ＣＬＡＩのサーバ側で、ＣＬＮＡＰエンティ

ティによってチェックされる。

　・宛先アドレススクリーニング

　　もしアドレススクリーニング付加サービスが、基本的なＢＣＤＢＳに加えて提供されるなら、宛先アド

レススクリーニングは、そのサービス仕様にしたがって個別アドレスとグループアドレスのどちらにお

いてもＣＬＡＩのサーバ側で、ＣＬＮＡＰエンティティによって実行される。

　・発信元アドレススクリーニング

　　もしアドレススクリーニング付加サービスが提供されるなら、発信元アドレススクリーニングは、着信

先ＣＬＡＩでＣＬＮＡＰ－ＰＤＵを届ける前に、サーバ側のＣＬＮＡＰエンティティによって実行され

る。

　・アクセスクラス強制制御

　　もし網がアクセスクラスを提供するなら、ＣＬＡＩのサーバ側でＣＬＮＡＰエンティティは、アクセス

クラスの強制制御を実行する（節２．８．１参照）。

　・同時転送ＰＤＵの最大数制御

　　この値を超えるＰＤＵは、ユーザから網方向においては廃棄される。そして網からユーザ方向において

は前もって決められた制限分まで蓄積される（注）。

　注：同時転送ＰＤＵの数が、ＡＡＬ３／４エンティティによって許される最大多重識別子数を越える場合、

ＡＡＬ３／４エンティティは、その制限を越えるＰＤＵを廃棄する。

2.4.2　コネクションレス網インタフェース（ＣＬＮＩ）
　コネクションレス網インタフェースは、広帯域ＩＳＤＮのＡＴＭ交換能力を用いて、ＣＬサーバ間に、

コネクションレスサービスデータユニットの透過的な転送を許容するＢＣＤＢＳの規定をサポートする。
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　ＣＬＮＩプロトコルスタックは、ＣＬサーバで終端され、ＡＴＭ網ノードインタフェース（ＮＮＩ）プ

ロトコルに基づく。ＣＬＮＩは、隣接したＣＬサーバ間の単一のＡＴＭコネクションに関連する（その上

でＣＬＮＩＰが動作するような）ＡＡＬコネクションの組を提供する。

　サーバ同士は、直接接続されることがある。１つまたはそれ以上のＡＴＭノードを経由する間接的な相

互接続も可能である。どちらの場合においても、ＣＬＮＩプロトコルスタックのＡＡＬ３／４とＣＬＮＩ

Ｐは、ＣＬサーバで終端される。

　物理レイヤとＡＴＭレイヤは、隣接サーバ同士、あるいはサーバと隣接ＡＴＭノード間において終端さ

れる。どちらの場合においても、サーバがＰ参照点で接続されているときは、それらはＡＴＭ網ノードイ

ンタフェース（ＮＮＩ）に基づいている。

　Ｍ参照点でのＡＴＭ網終端機能は、今後の検討課題である。

　ＣＬＮＩのプロトコルスタックを図２－７／ＪＴ－Ｉ３６４に示す。

　ＣＬＮＩのためのプロトコルスタックは、そのユーザプレーンにおいて、物理レイヤ、ＡＴＭレイヤ、

ＡＡＬタイプ３／４とＣＬＮＩＰを含む。

　ユーザプレーンのためのこのプロトコルスタックは、接続される網装置が、同じ網管理者／サービス提

供者に属する場合と、異なる網管理者／サービス提供者に属する場合のどちらにもあてはまる。

　ＣＬＮＩＰプロトコル機能と要素は、本標準の４章で定義する。
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図２－７／ＪＴ－Ｉ３６４　　　ＣＬＮＩに関するユーザプレーンでのプロトコルスタック

　          (ITU-T I.364)

2.4.2.1　網終端機能（ＮＴＦ）
　ＮＴＦ機能ブロックは、ＣＬＮＩプロトコルスタックに関連する全ての終端機能を実行する。図２－８

／ＪＴ－Ｉ３６４にＮＴＦブロックの機能分割を示す。

ＣＬＮＴＦ：コネクションレス網終端機能

ＡＮＴＦ：ＡＴＭ網終端機能

図２－８／ＪＴ－Ｉ３６４　　　ＮＴＦ機能分割

                             　(ITU-T I.364)

ＮＴＦ

ＣＬＮＴＦ

ＡＮＴＦ

ａ）直接アクセス

ATM(UNI)

物理

AAL3/4

CLNAP

ＳＢ／ＴＢ点での

ＣＬＡＩ

カスタマ宅内装置

ATM(UNI)

物理

AAL3/4

CLNAP

ＣＬサーバ

ATM(UNI)

物理

AAL3/4

CLNAP

ＡＴＭノードカスタマ宅内装置

ATM(NNI)

物理

AAL3/4

CLNAP

ＣＬサーバ

ATM(UNI)

物理

ATM(NNI)

物理

ｂ）ＡＴＭノードを介したアクセス

ＳＢ／ＴＢ点での

ＣＬＡＩ

Ｐ点での

ＣＬＡＩ
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　以下の記述は、特定の実装を示唆してはいない。

2.4.2.1.1　ＡＴＭ網終端機能（ＡＮＴＦ）
　ＡＮＴＦは、広帯域ＩＳＤＮプロトコル参照モデルの物理レイヤとＡＴＭレイヤのプロトコル処理を実

行する。

　さらに、ＡＮＴＦは、サーバ間の通信をサポートするための、呼設定／解放の要求に必要な機能を実行

する。

　ＮＰＣに基づくトラヒックの監視と制御機能もまた、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３７１仕様にしたがって、Ａ

ＮＴＦによって実行される。

2.4.2.1.2　コネクションレス網終端機能（ＣＬＮＴＦ）
　ＣＬＮＴＦは、ＡＡＬタイプ３／４（ＳＡＲとＣＰＣＳサブレイヤ）とＣＬＮＩＰのプロトコル処理を

実行する。

2.5　コネクション
　ＢＣＤＢＳは、固定、半固定、交換制御（注１）に基づくポイント・ポイントのＡＴＭコネクションに

よって提供される。そのＣＬＬとＡＡＬタイプ３／４機能は、ＣＬＳで実現される。

注１： 交換制御に基づくコネクションに関しては、今後の検討課題である。

　コネクションレス通信はＣＬＬで行われる。ＣＬＮＡＰ／ＣＬＮＩＰ－ＰＤＵの複数の同時転送の際に

は、各ＰＤＵに、１つのＡＡＬタイプ３／４コネクションが対応する。多重識別子（ＭＩＤ）でそれぞれ

が識別される複数のＡＡＬタイプ３／４コネクションは、単一のＡＴＭコネクションにマッピングされる。

　ＣＬＡＩでの同時転送ＰＤＵの最大数は、加入時に同意される。

　ＣＬＮＩでの同時転送ＰＤＵの最大数は、あるサービス提供者のオプションか、またはサービス提供者

間の双方の同意で決定される。転送遅延を低く抑えるため、この数はできるだけ大きく設定されるべきで

ある。

　発信元と個別にアドレスが付与される着信先との組に対して、ＣＬＬでＰＤＵの順序が保存されなけれ

ばならない。（注２）

注２： 順序の誤りは、ある受信側のインタフェースで、同じ発信元のインタフェースから出された２つ

のＰＤＵの受付の順が送信する順序と異なるとき発生する。１つのＰＤＵは、そのＰＤＵのＳＡＲセグメ

ントのメッセージ終了部（ＥＯＭ）をもつセルを受信したとき、受信されたとみなされる。同様に、その

ＥＯＭが送信されたとき、１つのＰＤＵが送信されたとみなされる。

2.6　プロトコル
　ＵＮＩ、ＮＮＩ上で広帯域ＩＳＤＮのＢＣＤＢＳをサポートするためのプロトコルが、第４章、第５章

で記述される。

2.7　ナンバーリングとアドレッシング
　ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４の番号構成がサポートされるべきである。１つまたはそれ以上のＥ．１６４

番号が、ＴＢ参照点での個々のインタフェースに割り当てられる。同じ番号が、ＣＬＬエンティティを指
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定するためにＣＬＬプロトコルアドレスフィールドに用いられる。

注：ＰまたはＭ参照点のインタフェースでのエンティティの識別に関する必要性は、今後の検討課題であ

る。

2.7.1　個別アドレス（ＩＡ）
　ＩＡは、ＴＢ参照点の個々のインタフェースのアドレスを表す。１つ以上の番号が、１つのＴＢ参照点に

割り当てられることがある（そしてあるＰＤＵ内のアドレスとして用いられうる）。あるＩＡは、発信元

または着信先アドレスに用いられる。

2.7.2　グループアドレス（ＧＡ）
　ＧＡは、いくつかの受信相手に向けられる着信先アドレスとして用いられる。それぞれの受信相手は、

ＧＡにより指定される一意のグループ識別を使用してアクセスされる。各々のＧＡは個別アドレスの組を

一意に指定する。

　ＧＡの向けられる複数の受け手は、複数の網によってサービスされることもある。

　ＧＡは、着信先アドレスとしてのみ用いられるべきである。

　ＴＢ参照点のある特定のインタフェースを、１つ以上のＧＡで指定することができる。もしＴＢ参照点の

インタフェースに割り当てられる１つ以上の個別アドレスが、あるＧＡで指定されるなら、そのＴＢ参照

点でのインタフェースは、そのＧＡで指定される。

2.7.3　ネステッドグループアドレス（ＮＧＡ）
　ネステッドグループアドレス（ＮＧＡ）は、あるＧＡに関連し、そして、そのＧＡに属する個別アドレ

スのサブセットを示す。そのＮＧＡは、ある網の中のＧＡのメンバの個別アドレスの組を表す。この網は、

ＧＡＰを発生した網や、そのＧＡを展開する網とは異なることもある（その展開機能は、あるＧＡあるい

はＮＧＡに対して、全てのメンバリストと、ＮＧＡを用いているならば全てのメンバのリストとＮＧＡの

リストの双方またはいずれかのアドレスのリストを提供する）。ＮＧＡに用いられるアドレスタイプはＧ

Ａのそれと同様である。

　ＮＧＡはグローバルに一意なアドレスである。あるＧＡに関連するＮＧＡは、２つのＧＡの独立した展

開を許すために、他のＧＡで再利用することはできない。ＮＧＡをＣＬＮＡＰ－ＰＤＵに用いてはならな

い。

2.8　トラヒック特性

2.8.1　アクセスクラスの強制制御
　アクセスクラスの強制制御は、ＣＰＥとそれが接続されるＣＬＳ間にユーザから網への方向において適

用される。１つのアクセスクラスは、ＣＬＡＩを通過することのできる最大に許容されるサステインド情

報レート（注１）に基づく加入条件として定義される。１つのアクセスクラスメカニズムは、そのアクセ

スクラスを強制制御するためにＴＢ参照点でＣＬＡＩを通る情報レートを制限する機能として定義される。

それは次の３つのパラメータに基づく。

注１：この節において、情報レートという言葉は、ＣＬＡＩでＣＬＬユーザが利用できるオーバーヘッド

を除いたビットレートを示す。

・ＭＩＲ（最大情報レート）：転送中の情報レートの瞬時的な最大値。
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　ＭＩＲは、ＰＤＵにおいて最大長のＳＤＵと最大のヘッダ拡張と仮定して定義されているため、つ

ぎの式によりＡＴＭコネクションの要求帯域（ピークセルレート）を直接導出することができる。

　ＡＴＭピークセルレート＝ＭＩＲ＊（最大ユーザデータオクテット＋ＣＬＮＡＰヘッダオクテット

長＋ＣＰＣＳのヘッダとトレイラのオクテット長）／（最大ユーザデータオクテット＊ＳＡＲ－ＰＤ

Ｕペイロードのオクテット長＊１オクテットのビット数）

　すなわち、ＡＴＭピークセルレート＝ＭＩＲ＊（９１８８＋４４＋８）／（９１８８＊４４＊８）

セル／秒

・ＳＩＲ（サステインド情報レート）：バーストトラヒックに対する長期間の平均情報レート

・ＰＰＴＵ（単位時間当りのＰＤＵ数）：バーストトラヒックに対する長期間の平均ＰＤＵレート

注２：ＰＰＴＵパラメータは、それによって、アクセスクラスの強制制御が生じないような値に設定する

ことができる。

　Ｌ＝ＳＩＲ／（８＊ＰＰＴＵ）によって定義される長さＬより短いメッセージのみを送出するユーザは、

加入時に宣言されるＳＩＲを利用することができない。

　ＢＣＤＢＳに対して、ＡＡＬタイプ３／４は、２つのモードすなわちメッセージモードとストリーミン

グモードで動作できる。メッセージモードの場合において、バッファ割当サイズ（ＢＡｓｉｚｅ）フィー

ルドは、ＣＰＣＳ－ＰＤＵペイロード長に等しい、そして、ユーザに割り当てられたクレジットは、アク

セスクラスの強制制御に対して、正しく減らされる。ストリーミングモードの場合において、ＡＡＬタイ

プ３／４は、ＢＡｓｉｚｅがＣＰＣＳ－ＰＤＵ以上であり、そしてそれがＣＰＣＳ－ユニットデーター起

動プリミティブによって与えられる最大長指定から導かれる。このプリミティブにおけるパラメータは、

ＣＰＣＳ－ＳＤＵの最大長すなわちＣＬＮＡＰ－ＰＤＵを表す。

注３：もしアクセスクラスの強制制御がＢＡｓｉｚｅに基づき、最大長が例えば９１８８オクテットであ

るなら、ＣＬＮＡＰ－ＳＤＵの実際の長さに対し、多すぎるクレジットが使われることになる。これは、

そうでなければ受け取られるはずのＣＬＮＡＰ－ＰＤＵを転送するＣＰＣＳ－ＰＤＵの網による廃棄を

引き起こすことになろう。

　１つのアクセスクラスに対するパラメータを制御するために、次のアルゴリズムが定義される。

2.8.1.1　最大情報レート（ＭＩＲ）
　ＭＩＲとＡＴＭピークセルレート間の直接の関係に従って、ＡＴＭ網の入力でのＵＰＣを信頼し、この

パラメータをチェックすることで十分である。

注：ＵＰＣはＰＤＵの構成に関わらずＡＴＭピークセルレートを強制制御するので、ＭＩＲの違反の影響

により、ＱｏＳの大きな劣化を引き起こすこともある。

2.8.1.2　サステインド情報レート（ＳＩＲ）と単位時間当りのＰＤＵ（ＰＰＴＵ）
　それぞれのユーザに対してアクセスクラスが強制制御される。次の変数の組み合わせが、入側ＣＬＳに

よって保持されなければならない。

Ｃ：　その網に受理されることが許される現在のオクテット数
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Ｐ：　その網に受理されることが許される現在のＢＯＭまたは単一セグメントメッセージ（ＳＳＭ）ＳＡＲ

－ＰＤＵ数

Ｄｔ：　変数Ｃが加算される時間間隔

ｄｔ：　変数Ｐが加算される時間間隔

ＤＣ：　変数ＣがＤｔで加算されるオクテット数

ＤＰ：　変数Ｐがｄｔで加算されるＣＬＮＡＰ－ＰＤＵ数

ＣＭＡＸ：　変数Ｃの最大値

ＰＭＡＸ：　変数Ｐの最大値

　次のアルゴリズムが適用されなければならない。

Ｄｔ時間毎に：Ｃ＝Ｃ＋ＤＣ　（上限はＣＭＡＸ）

ｄｔ時間毎に：Ｐ＝Ｐ＋ＤＰ　（上限はＰＭＡＸ）

ＢＯＭまたはＳＳＭが入側ＣＬＳに到着する時はいつも

ｉｆ（（Ｃ≧ＢＡｓｉｚｅ－２０（注１））ａｎｄ　Ｐ≧１））

ｔｈｅｎ｛ＣＰＣＳ－ＰＤＵの転送

ａｎｄ　Ｃ＝Ｃ－ＢＡｓｉｚｅ＋２０

ａｎｄ　Ｐ＝Ｐ－１｝

ｅｌｓｅ｛ＣＰＣＳ－ＰＤＵの廃棄｝

注１：ヘッダ拡張子フィールドに対する標準化が定義されてないので、ヘッダ拡張子フィールドが０と仮

定されている。

注２：ＳＩＲ＝８＊ＤＣ／Ｄｔである。ＳＩＲはユーザ情報すなわち、ＣＬＬ－ＳＤＵに相当する。

2.9　運用保守

2.9.1　運用保守（ＯＡＭ）情報フローの識別

　ＣＬＬプロトコルはＯＡＭに関する情報フローが識別できる手段を提供する。ＯＡＭ情報フローは、特定

のＣＬＮＡＰ／ＣＬＮＩＰ－ＰＤＵ（ＣＬ－ＯＡＭ－ＰＤＵと呼ばれる）において転送される。
　ＣＬ－ＯＡＭ－ＰＤＵはＣＬＡＩにおけるＨＬＰＩ値（表２－１／ＪＴ－Ｉ３６４参照）、およびＣＬＮ
ＩにおけるＰＩ値（節 5.4.3参照）によって識別される。
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2.9.1.1 ＣＬ－ＯＡＭ－ＰＤＵの一般構成
ＯＡＭ固有情報フィールドはＣＬＮＡＰ－ＰＤＵのユ－ザ情報フィ－ルドに含まれる。
構成は以下の通りである。

32 16 1
OAM タイプ 機能タイプ

ユーザ情報フィールド
(図 4-2/ JT-I364参照)

機能固有フィールド

図２－９／ＪＴ－Ｉ３６４ 　ＣＬ－ＯＡＭ－ＰＤＵの一般構成およびＣＬＮＡＰ－ＰＤＵ内における
      (ITU－T I.364)       　配置

ＣＬ－ＯＡＭ－ＰＤＵに対しては、節 6.1に定義されるアプリケーション規則が適用される。

2.9.1.1.1 ＯＡＭタイプ
この１オクテットフィールドにてＯＡＭタイプを示す。

表２－１／ＪＴ－Ｉ３６４　ＯＡＭタイプフィールドのコード化

(ITU－T I.364)

ＯＡＭ タイプ コード化

フォールトマネジメント 01H

2.9.1.1.2 機能タイプ
本１オクテットにてＯＡＭ機能の機能タイプを示す。

表２－２／ＪＴ－Ｉ３６４ 機能タイプの符号化とOAMタイプとの関係

(ITU－T I.364)

OAM タイプタイプタイプタイプ コード化コード化コード化コード化 機能タイプ機能タイプ機能タイプ機能タイプ コード化コード化コード化コード化

フォールトマネジメント 01H ループバック 08H

2.9.1.1.3 機能固有フィールド
この可変長フィールドの範囲は、０から９１８６オクテットであり、OAMタイプ（節２．９．１．１．

１参照）、および機能タイプ（節２．９．１．１．２参照）によって識別される機能固有情報を転送するた
めに使用される。
　この構成と符号化は、ＯＡＭタイプと機能タイプにより異なる。

2.9.1.2　ＯＡＭエンティティのアドレッシング
ＣＰＥのＯＡＭエンティティは、対応するＨＬＰＩ値（表２－３／ＪＴ－Ｉ３６４参照）、およびＣＰＥ

のＣＬＬエンティティに対応するアドレスを用いて識別される。
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2.9.2 ＯＡＭでサポートされる機能 

 以下の機能が定義されている。 

（１）ループバック 

（２）他の機能は今後の検討課題である。 

 

2.9.2.1ループバック 

 ループバックは通信の正常性、すなわちＣＬ－ＯＡＭ－ＰＤＵを受信し、処理し、送信側に戻す受信側の

能力を試験するＯＡＭ機能として認識されている。ループバック機能の開始は、以下の３つの場合がある。 

 

 １． ＣＬＡＩでＣＰＥからＣＬＳＦへ 

 ２． ＣＬＡＩでＣＬＳＦからＣＰＥへ 

 ３． ＣＬＳＦから隣接ＣＬＳＦへ 

 

 ループバックを実行するため、発側のＣＬＳまたはＣＰＥは、試験対象の装置がループバック能力をサ

ポートするかどうかを知る必要がある。 

 

2.9.2.1.1 ＣＰＥによる開始 

 ＣＰＥは、ＣＬＡＩのＣＬＳＦのコネクション機能とコネクションレスサービス処理機能と、自分自身

間の通信の正常性をチェックする能力をもつ。ＣＰＥはＣＬ－ＯＡＭ－ＰＤＵをＣＬＳＦに送る。ＣＬＳ

ＦはそのＣＬ－ＯＡＭ－ＰＤＵを処理し、ＣＰＥに戻す。 

 

2.9.2.1.2 ネットワークによる開始（ＣＬＳＦからＣＰＥ） 

 ＣＬＡＩでのＣＬＳＦはそれ自身とＣＰＥ間の通信の正常性をチェックする能力をもつ。ＣＬＳＦは、

ＣＬ－ＯＡＭ－ＰＤＵをＣＰＥに送る。ＣＰＥはそのＣＬ－ＯＡＭ－ＰＤＵを処理し、ＣＬＳＦに戻す。 

 

2.9.2.1.3 ネットワークによる開始（ＣＬＳＦから隣接ＣＬＳＦ） 

 ＣＬＳＦはそれ自身と、隣接ＣＬＳＦのコネクション機能とコネクションレスサービスを取り扱う機能

の通信の正常性を確認する能力をもつ。発側ＣＬＳＦはＣＬ－ＯＡＭ－ＰＤＵを隣接ＣＬＳＦに送る。受

信したＣＬＳＦはそのＣＬ－ＯＡＭ－ＰＤＵを処理し、発側ＣＬＳＦに戻す。 

 

2.9.3 ＯＡＭメカニズム 

2.9.3.1ループバックメカニズム 
2.9.3.1.1ループバック固有フィールド 
 ループバック動作のための機能固有フィールドは、図２－９／ＪＴ－Ｉ３６４に示す２つのサブフィール

ドから構成される。 

  

最上位ビット 最下位ビット 

コリレーションタグ ループバック表示 

7 ビット 1 ビット 

図２－９／ＪＴ－Ｉ３６４ ループバック動作のための機能固有サブフィールドの構成 

(ITU-T I.364) 
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2.9.3.1.1.1 ループバック表示 
 本サブフィールドは、１ビット長である。初期値は起動側エンティティにより０に設定される。ＰＤＵが

ループバックされていることを示すため、ループバックエンティティはこのサブフィールドの値を１に設定

する。 
 

2.9.3.1.1.2 コリレーションタグ 

 本サブフィールドは、発側エンティティにより設定される。値の範囲は０から１２７までである。ルー

プバックエンティティは値を変更してはならない。 

 

2.9.3.1.2 CLAIにおける SAおよび DAの設定 

 ＣＬＡＩを介して転送されるＣＬ－ＯＡＭ－ＰＤＵの交換のために、ＣＬ－ＯＡＭ－ＰＤＵのＳＡおよび

ＤＡフィールドに対応するＣＰＥのアドレスが含まれる。ＳＡおよびＤＡフィ－ルドの値は変更してはなら

ない。 
 

2.9.3.1.3 CLNIにおける SAおよび DAの設定 

 ＣＬＮＩを介して転送されるＣＬ－ＯＡＭ－ＰＤＵの交換のために、ＣＬ－ＯＡＭ－ＰＤＵのＳＡおよび

ＤＡフィールドに、ネットワーク運用者あるいはサービス提供業者によって選択された正しいＥ．１６４ア

ドレスが含まれる。異なるネットワーク運用者あるいはサービス提供業者に属する２つの隣接するＣＬＳ間

のループバックに使用するＥ．１６４番号を選択するために、双方の合意が必要である。 
 

 注 安全性の理由により、ループバックに使用するＥ．１６４番号はネットワークの入り側で監視される

べきである。従って番号には制限を設けるべきである。 
 

2.9.4 運 用 

 今後の検討課題である。 

 

2.10 ネットワークの課金機能 

 今後の検討課題である。 

 

2.11 広帯域ＩＳＤＮでないコネクションレスデータプロトコルとのインタワーキング 

 今後の検討課題である。 

 

2.12 コネクション型データサービスとのインタワーキング 

 今後の検討課題である。 
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３．コネクションレスレイヤで提供されるサービスと機能 
 コネクションレスレイヤサービス（ＣＬＬサービス）とＣＬＬの機能は、ＣＬＮＡＰ、ＣＬＮＩＰ、ＣＬ

Ｌ Ｒ＆Ｒエンティティの適切な相互作用によって提供される。それらは、ＣＬＮＡＰエンティティへの

インタフェースを介し、ＣＬＬユーザによってアクセスできる。 

 

3.1 コネクションレスレイヤで提供されるサービス 

 ＣＬＬは、損失したり、誤ったデータユニットは再送されないという方法で、発信元から１つまたはそ

れ以上の着信先ＣＬＬユーザへ可変長のＣＬＬサービスデータユニットの透過な転送を提供する。この転

送は、それぞれの対応するＣＬＬプロトコルデータユニット内に、着信先と発信元のＣＬＬユーザアドレ

スをうめこむコネクションレス手法を用いて実行する。 

 ＣＬＬサービスアクセスポイント（ＳＡＰ）を介してＣＬＮＡＰエンティティとＣＬＬユーザエンティテ

ィ間で交換される情報は、次のプリミティブを用いる。 

 

 １ ＣＬＬ－ユニットデータ－要求（発信元アドレス、宛先アドレス、データ、ＱoＳ） 

 ２ ＣＬＬ－ユニットデータ－表示（発信元アドレス、宛先アドレス、データ、ＱoＳ） 

 

 ＣＬＮＡＰエンティティと関連する管理エンティティ間で交換する情報は、次のプリミティブを用いる。 

 

 １ ＭＣＬ－ユニットデータ－要求（発信元アドレス、宛先アドレス、データ） 

 ２ ＭＣＬ－ユニットデータ－表示（発信元アドレス、宛先アドレス、データ） 

 

3.1.1 プリミティブ記述 

3.1.1.1 ＣＬＬ－ユニットデーター要求 

 このプリミティブは、個別宛先アドレスを使用する場合は同位ＣＬＬユーザエンティティに対して、また

グループ宛先アドレスを使用する場合は複数同位エンティティに対して、ＣＬＬ－ＳＤＵの転送を要求する

ために、ＣＬＬユーザによって発行される。このＣＬＬ－ＳＤＵは、損失や誤りがあっても再送されない。 

 

3.1.1.2 ＣＬＬ－ユニットデーター表示 

 このプリミティブは、ＣＬＬ－ＳＤＵの到着を表示するためにＣＬＬユーザに発行される。誤りのない

場合、ＣＬＬ－ＳＤＵの内容は完全であり、関連するＣＬＬ－ユニットデータ－要求にともなうデータパ

ラメータは変化しない。 

 

3.1.1.3 ＭＣＬ－ユニットデーター要求 

 このプリミティブは、その同位管理エンティティへＣＬ－ＯＡＭデータの転送を要求するため管理エン

ティティによって発行される。このＣＬ－ＯＡＭデータは、損失や誤ったデータの再送をしない方法で、

常に転送される。 

 

 注：このプリミティブでのＧＡの使用は予定されていない。 

 

3.1.1.4 ＭＣＬ－ユニットデーター表示 

 このプリミティブは、ＣＬ－ＯＡＭデータの到着を表示するために管理エンティティに対して発行され

る。誤りのない場合、ＣＬ－ＯＡＭデータは完全であり、関連するＭＣＬ－ユニットデータ－要求にとも

なうデータパラメータは変化しない。 
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3.1.2　パラメータ定義

3.1.2.1　発信元アドレス

　発信元アドレスパラメータは、個別の発信元ＣＬＬユーザ／ＯＡＭエンティティを指定する。

3.1.2.2　宛先アドレス

　宛先アドレスパラメータは、個別のＣＬＬ着信先ユーザ／ＯＡＭエンティティあるいは、ＣＬＬ着信先

ユーザのグループを指定する。

3.1.2.3　サービス品質（ＱoＳ）

　ＱoＳパラメータは、ＣＬＬ－ＳＤＵ転送に対して要求されるＱoＳを示す。

3.1.2.4　データ

　データパラメータは、送出されるＣＬＬ－ＳＤＵ／ＣＬ－ＯＡＭデータである。

3.2　ユーザデータの送信に関するコネクションレスレイヤ機能

　コネクションレスレイヤによって提供される機能には次のものが含まれる。

3.2.1　コネクションレスレイヤサービスデータユニット（ＣＬＬ－ＳＤＵ）の保存

　この機能はＣＬＬ－ＳＤＵの識別と転送を提供する。

3.2.2　アドレッシング

　この機能は、ＣＬＬ－ＳＤＵ毎に、ＣＬＬユーザエンティティがどの宛先ユーザエンティティにＣＬＬ－

ＳＤＵが届けられるべきかを選択するための能力を提供し、また、宛先ＣＬＬユーザに対して、ＣＬＬ－Ｓ

ＤＵの発信元を示す能力を提供する。

3.2.3　中継網運用者選択

　この機能は、ＣＬＬユーザエンティティが、固定的または各ＣＬＬ－ＳＤＵ毎に、発信元ＣＬＬユーザの

選ぶ中継網を明確に選択するための能力を提供する。ＣＬＬ－ＳＤＵ毎の中継網運用者選択のための機構は

今後の検討課題である。網によるこの機能の提供は今後の検討課題である。

　注：ある規制環境において、キャリアという言葉が、中継網運用者のかわりに用いられることがある。

3.2.4　ＱoＳ選択

　ＱoＳ機能は、ＣＬＬ－ＳＤＵ転送に要求されるＱoＳの選択を提供する。選択されたＱｏＳに基づき網が

行う動作は、今後の検討課題である。網が１つのＱoＳクラスのサポートを選ぶこともある。

3.3　コネクションレスレイヤ運用保守（ＣＬ－ＯＡＭ）データの送信に関するコネクションレスレイヤ機

能

　今後の検討課題である。
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４．ＵＮＩにおいて広帯域ＩＳＤＮによる広帯域コネクションレスデータベアラサービス（ＢＣ

ＤＢＳ）をサポートするためのプロトコル

　本章では、広帯域ＩＳＤＮ　ＵＮＩを介したコネクションレスデータサービスをサポートするプロトコル

について記述する。そのプロトコルは、拡張能力を伴い、ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＩＳ　１００３９標準に記述さ

れているＭＡＣサブレイヤサービスに似たレイヤサービスを提供する。

　ＣＬＬとＡＡＬタイプ３／４プロトコルのＣＰＣＳサブレイヤで定義されるそのプロトコル要素は、ＩＳ

Ｏ／ＩＥＣ　ＩＳ　８８０２ー６で定義されるＩＭ＿ＰＤＵに対して定義される要素に相当する。このアラ

イメントは、コネクションレスサービスの２つのプロトコル間の相互作用を容易に実現するための高い要求

と考えられる。

4.1　プロトコルスタック

　この節では、ＵＮＩでのＢＣＤＢＳをサポートするプロトコルスタック（図４－１／ＪＴ－Ｉ３６４）を

記述する。ＣＬＮＡＰは、ＡＡＬタイプ３／４の非確認型サービスを用い、ＣＬＬサービスを提供するため

に必要な機能を含む。ＣＬＬは、図に示されるように、そのレイヤサービスをＣＬＬユーザに提供する。

図４－１／ＪＴ－Ｉ３６４　　広帯域コネクションレスデータベアラサービスをサポートする

（ITU-T I.364） 　　　　ためのプロトコルスタック

4.2　ＡＡＬに期待するレイヤサービス

　ＣＬＬは、ポイント・ポイントＡＡＬコネクション（ＡＡＬコネクションの定義はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３

６３．３参照）をアクセスする時、２つのＣＬＮＡＰエンティティ間において、ＡＡＬがＣＬＮＡＰ－ＰＤ

Ｕの透過で順序を守った転送を提供することを期待する。この転送は、損失あるいは誤りのあるデータユ

ニットを再送しない方法（非確認型動作）で提供される。

　注１：マルチキャストＡＡＬコネクションの利用は今後の検討課題である。

　ＣＬＮＡＰエンティティとＡＡＬエンティティ間の情報転送は、メッセージモードまたはストリーミング

モードで実現される。ＣＬＮＡＰエンティティによるストリーミングモードの利用は今後の検討課題である。

　ＡＡＬ－ＳＡＰを介するＡＡＬエンティティとＣＬＮＡＰエンティティ間の情報交換は、次のプリミティ

ブを用いる。

　１　ＡＡＬ－ユニットデータ－要求（インタフェースデータ，継続（注２），最大長（注２））

　２　ＡＡＬ－ユニットデータ－表示（インタフェースデータ，継続（注２），最大長（注２），受信状態

（注３））

　３　ＡＡＬ－Ｕ－アボート－要求（注２）

ＣＬＬユーザプロトコル

ＣＬＮＡＰ

ＡＡＬタイプ３／４

ＡＴＭ

物理
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　４　ＡＡＬ－Ｕ－アボート－表示（注２）

　５　ＡＡＬ－Ｐ－アボート－表示（注２）

　注２：このプリミティブ／パラメータは、ストリーミングモードでのみ用いられる。

　注３：ＣＬＮＡＰエンティティはＡＡＬタイプ３／４プロトコルでサポートされることがある誤りデータ

転送オプションを利用しない。すなわち、ＡＡＬ－ユニットデータ－表示プリミティブのオプショ

ンである受信状態パラメータは用いられない。

　プリミティブとパラメータの詳細は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６３．３に記述されている。

4.3　コネクションレス網アクセスプロトコル（ＣＬＮＡＰ）プロトコルデータユニット構造とコード化

　ＣＬＮＡＰ－ＰＤＵの詳細構造は図４－２／ＪＴ－Ｉ３６４に示される。

　　　　(nb) - (n)はフィールドのビット長

　　　　注：転送順序は、左から右、上から下である。

図４－２／ＪＴ－Ｉ３６４　ＣＬＮＡＰ－ＰＤＵの構成

　　　　　　　　　　　　  　（ITU-T I.364）

　ＣＬＮＡＰ－ＰＤＵは次のフィールドを持つ。

宛先アドレス
（最上位ワード）

宛先アドレス
（最下位ワード）

発信元アドレス
（最上位ワード）

発信元アドレス
（最下位ワード）

C
IB

(1
b)

HEL
（3b）

QｏS
（4b）

PI(6b)

１１６３２

ビット位置３２ビットワード数

予約

Ｎ

PAD長
（2b）

ヘッダ拡張子
（０－２０オクテット）

ユーザ情報

ＰＡＤ（0,1,2または３オクテット）

オプションＣＲＣ

１

２

３

４

５
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4.3.1　宛先アドレス（ＤＡ）

　この８オクテットのフィールドは４ビット長のアドレスタイプ・サブフィールドとそれに続く６０ビット

長のアドレスサブフィールドから構成される。アドレスタイプ・サブフィールドは、アドレス・サブフィー

ルドが６０ビット長の公衆個別アドレスを含むか公衆グループアドレスを含むかを示す。アドレス・サブ

フィールドは、ＣＬＮＡＰ－ＰＤＵの宛先となるＣＬＮＡＰエンティティを識別する。このアドレスタイ

プ・サブフィールドのコード値は付属資料Ａ／ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６４に示される。このアドレス・サブ

フィールドはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４に従った構造とする。６０ビット長のアドレス・サブフィールドの

コード値は付属資料Ａ／ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６４に示される。

4.3.2　発信元アドレス（ＳＡ）

　この８オクテットのフィールドは４ビット長のアドレスタイプ・サブフィールドとそれに続く６０ビット

長のアドレス・サブフィールドから構成される。アドレスタイプ・サブフィールドは、アドレス・サブフィー

ルドが６０ビット長の公衆個別アドレスを含むことを示す。アドレス・サブフィールドは、ＣＬＮＡＰ－Ｐ

ＤＵを送信したＣＬＮＡＰエンティティを識別する。このアドレスタイプ・サブフィールドのコード値は付

属資料Ａ／ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６４に示される。このアドレス・サブフィールドはＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１

６４に従った構造とする。６０ビット長のアドレス・サブフィールドのコード値は付属資料Ａ／ＴＴＣ標準

ＪＴ－Ｉ３６４に示される。

4.3.3　高位レイヤプロトコル識別子（ＨＬＰＩ）

　この６ビット長のフィールドは、着信先ノードでＣＬＬ－ＳＤＵが渡される高位レイヤがＣＬＬユーザ・

エンティティかＣＬ－ＯＡＭエンティティかを識別する。

　送信側ＣＬＬユーザエンティティが受信側ＣＬＬユーザエンティティを示す方法は本標準の範囲外であ

る。

表４－１／ＪＴ－Ｉ３６４　ＨＬＰＩフィールドのコード化表

                          (ITU-T I.364)

ＨＬＰＩ値 プロトコル・エンティティ

１ 論理リンク制御（ＬＬＣ）のために予約（注１、２）

２ ＭＡＮアプリケーションのために予約（注１、２）

４３ ＣＬ－ＯＡＭ－ＰＤＵの識別のために予約

４４－４７

網内のエンカプセレーションの表示のために予約。この範囲の付加的な網の使用は

今後の課題である。これらの値はＣＬＬユーザエンティティによって設定されては

いけない。ＨＬＰＩの値をこの範囲で設定したＣＬＮＡＰ－ＰＤＵは網により廃棄

されなければならない。

４８－６３ エンド－エンド・ユーザ・アプリケーションのために予約。この範囲の値は標準化

の範囲外である（注１、２）。

その他の値 将来の標準化のために予約。

注１：網はこの値を透過的に転送しなければならない。

注２：網はこの値に基づいてＣＬＮＡＰ－ＰＤＵを廃棄してはいけない。
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　ＣＬＮＡＰから高位レイヤプロトコルへのマッピング、あるいは高位レイヤからＣＬＮＡＰへのマッピン

グは本標準の範囲外である。

4.3.4　ＰＡＤ長

　この２ビット長のフィールドはＰＡＤフィールド（０から３オクテット）の長さを示す。ＰＡＤオクテッ

トの数値は、ユーザ情報フィールドとＰＡＤフィールドの長さの合計が４オクテットの整数倍となるように

設定される。

4.3.5　サービス品質（ＱｏＳ）

　この４ビット長のフィールドは、ＣＬＮＡＰ－ＰＤＵに対して要求されるＱｏＳを示すために用いられる。

このフィールドの意味は今後の課題である。このフィールドのデフォルト値は０である。

注：ただ１つのＱｏＳクラスをサポートする網は、このフィールドを無視しなければならない。

4.3.6　ＣＲＣ表示ビット（ＣＩＢ）

　この１ビット長のフィールドは、３２ビット長のＣＲＣフィールドが存在する（ＣＩＢ＝１）かしないか

（ＣＩＢ＝０）を示す。

4.3.7　ヘッダ拡張子長（ＨＥＬ）

　この３ビット長のフィールドは０～５までの値をとることができ、ヘッダ拡張子（ＨＥ）フィールド内の

長さを３２ビット単位で示す。

4.3.8　予約フィールド

　この１６ビット長のフィールドは将来の使用のために予約されている。デフォルト値は０である。

4.3.9　ヘッダ拡張子（ＨＥ）

　この可変長のフィールドは０～２０オクテットの範囲で使用できる。その長さはＨＥＬフィールド（節４．

３．７参照）の値で表示される。その使用法は今後の検討課題である。

　ＨＥＬフィールドが０でない場合、ヘッダ拡張子（ＨＥ）内の使用されていない全てのオクテットは０に

設定される。ＨＥフィールドで運ばれる情報は、情報エンティティの構造をもつ。１つの情報エンティティ

（要素）はエレメント長、エレメントタイプ、エレメントペイロードがこの順番で構成される。

エレメント長：これは１オクテット長フィールドであり、エレメント長、エレメントタイプ、エレメントペ

イロードの合計の長さをオクテット単位に表示する。

エレメントタイプ：これも１オクテット長フィールドであり、エレメントペイロードフィールドの情報のタ

イプを示す２進符号を含む。

エレメントペイロード：これは可変長のフィールドであり、エレメントタイプフィールドにより示された情

報を含む。

4.3.10　ユーザ情報

　このフィールドは最大９１８８オクテット長の可変長であり、ＣＬＬ－ＳＤＵを運ぶために使用される。
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最大長の異なる値は今後の検討課題である。

4.3.11　ＰＡＤ

　このフィールドは０、１、２、３オクテットのいずれかの長さを持ち、全てゼロの値を持つ。このフィー

ルドの長さは、ＣＬＮＡＰ－ＰＤＵの長さが結果的に３２ビットの整数倍となるように割付けられる。

4.3.12　ＣＲＣ

　このオプションの３２ビットフィールドは、ＣＩＢフィールドで示されるように存在してもしなくてもよ

い。そのフィールドは予約フィールドの値を全てゼロとして扱ったＣＬＮＡＰ－ＰＤＵに対する標準のＣＲ

Ｃ３２の演算結果が設定される。

　ＣＲＣは次の生成多項式を用いて計算される。

G(x) = x32 +x26 +x23 +x22 + x16 + x12 + x11 + x10 + x8 + x7 + x5 + x4 + x2 + x + 1

　網がこのＣＲＣフィールドをサポートするかどうかは今後の検討課題である。

4.4　手順

　今後の検討課題である。
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５．ＮＮＩにおいて広帯域ＩＳＤＮによる広帯域コネクションレスデータベアラサービス（ＢＣ

ＤＢＳ）をサポートするためのプロトコル

5.1　適用範囲

　ＣＬＮＩＰは、１つの網管理者のドメイン内のＣＬＳ間、及び２つの網管理者のドメイン間で、ＴＴＣ標

準ＪＴ－Ｆ８１２に示されるようなＢＣＤＢＳをサポートする。

注：このプロトコルは、全ての場合にあてはまることが仮定される。１つの網管理者のドメイン内における

このサービスのサポートのために、付加的な機能が必要とされることがある。

　ＣＬＮＩＰは２つの動作モードを、すなわちエンカプセレーションと非エンカプセレーションを提供する。

動作モードの選択条件と双方のモードで適用されるメカニズムの条件に関しては第６章を参照。

　ＣＬＮＩＰは、図５－１／ＪＴ－Ｉ３６４に示されるようにＣＬＮＩで適用される。

図５－１／ＪＴ－Ｉ３６４　網とプロトコルのアーキテクチャ

                          (ITU-T I.364)

図５－２／ＪＴ－Ｉ３６４ ＣＬＮＩＰのためのプロトコルスタック

                        (ITU-TI.364)

CLＮＩ CLＮＩ
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Ｐ／Ｍ Ｐ／Ｍ

CLL　R&R

CLNIP

AAL 3/4

ATM

物理

CLNIP

AAL タイプ ３／４

ATM

物理
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5.2　プロトコルスタック

　ＣＬＳ間のコネクションレスデータの転送をサポートするためのプロトコルスタックは、図５－２／ＪＴ

－Ｉ３６４で示される。ＣＬＮＩＰは、ＡＡＬタイプ３／４非確認型のサービスを用い、ＣＬＬサービスを

提供するために必要な機能を含む。ＡＡＬタイプ３／４（ＳＡＲとＣＰＣＳサブレイヤ）の構成とコード化

については、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６３．３を参照。

5.3　ＡＡＬに期待するレイヤサービス

　ＣＬＬは、ポイント・ポイントＡＡＬコネクション（ＡＡＬコネクションの定義はＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３

６３．３参照）にアクセスするとき、ＡＡＬが、２つのＣＬＮＩＰエンティティ間で、ＣＬＮＩＰ－ＰＤＵ

を透過かつ順序を保証して転送することを期待する。

　この転送は、損失あるいは誤りのあるデータユニットを再送しない方法（非確認型動作）で提供される。

注１：マルチキャスト ＡＡＬ コネクションの利用は今後の検討課題である。

　ＣＬＮＩＰエンティティとＡＡＬエンティティ間の情報転送は、メッセージモードまたはストリーミング

モードで実現される。

　ＡＡＬ－ＳＡＰを介するＡＡＬエンティティとＣＬＮＩＰエンティティ間の情報交換は、次のプリミティ

ブを用いる。

１　ＡＡＬ－ユニットデータ－要求（インタフェースデータ、継続（注２）、最大長（注２））

２　ＡＡＬ－ユニットデータ－表示（インタフェースデータ、継続（注２）、最大長（注２）、受信状態（注

３））

３　ＡＡＬ－Ｕ－アボート－要求（注２）

４　ＡＡＬ－Ｕ－アボート－表示（注２）

５　ＡＡＬ－Ｐ－アボート－表示（注２）

注２：このプリミティブ／パラメータはストリーミングモードでのみ用いられる。ストリーミングモードに

おいて最大長パラメータは受信したＣＬＬ－ＰＤＵから導かれる。

注３：ＣＬＮＩＰは、ＡＡＬタイプ３／４プロトコルでサポートされることがある誤りデータ転送オプショ

ンを利用しない。すなわち、ＡＡＬ－ユニットデータ－表示プリミティブのオプションである受信状態パラ

メータは用いられない。

　プリミティブとパラメータの詳細は、ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６３．３に記述されている。

5.4　コネクションレス網インタフェースプロトコル（ＣＬＮＩＰ）プロトコルデータユニット構成と符号

化

　ＣＬＮＩＰ－ＰＤＵの詳細構造を図５－３／ＪＴ－Ｉ３６４に示す。

　ＣＬＮＩＰ－ＰＤＵは次のフィールドを持つ。
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(nb)-(n)はフィールドのビット長

注１：ヘッダ拡張子末尾ＰＡＤは、エンカプセレーションが適用される時のみ、存在する。この時、ヘッダ

拡張子とヘッダ拡張子末尾ＰＡＤの合計は２０オクテットである。

注２：転送順序は、左から右、上から下である。

図５－３／ＪＴ－Ｉ３６４ ＣＬＮＩＰ－ＰＤＵの構成

                              (ITU-T I.364)

5.4.1　宛先アドレス（ＤＡ）

　この８オクテットのフィールドは、４ビット長のアドレスタイプサブフィールドと、それに続く６０ビッ

ト長のアドレスサブフィールドから構成される。アドレスタイプサブフィールドは、アドレスサブフィール

ドが６０ビット長の公衆個別アドレスを含むか公衆グループアドレスを含むかを示す。アドレスタイプサブ

フィールドのコード化は、付属資料Ａ／ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６４に示される。

　アドレスサブフィールドに含まれる情報は、ＣＬＮＩＰ－ＰＤＵがどのＣＬＮＩＰエンティティ宛である

かを示す。アドレスサブフィールドの構成は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４に従ってモデル化される。アドレ

スサブフィールドのコード化は、付属資料Ａ／ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６４に示される。
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5.4.2　発信元アドレス（ＳＡ）

　この８オクテットのフィールドは、４ビット長のアドレスタイプサブフィールドと、それにつづく６０

ビット長のアドレスサブフィールドから構成される。アドレスタイプサブフィールドは、アドレスサブ

フィールドが６０ビット長の公衆個別アドレスを含むことを示す。アドレスタイプサブフィールドのコード

化は、付属資料Ａ／ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６４に示される。

　アドレスサブフィールドは、ＣＬＮＩＰ－ＰＤＵに含まれるＣＬＬユーザデータパケットを発信したＣＬ

ＮＡＰエンティティを示す。アドレスサブフィールドの構成は、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｅ．１６４にしたがってモ

デル化される。アドレスサブフィールドのコード化は、付属資料Ａ／ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６４に示される。

5.4.3　プロトコル識別子（ＰＩ）

　エンカプセレーションが実行される場合、この６ビット長のフィールドは、値４４～４７のうちの１つの

値をとり、ＣＬＮＩＰ－ＰＤＵがエンカプセレーションされていることを示すために用いられる。エンカプ

セレーションされたＣＬＮＩＰ－ＰＤＵがＣＬＬユーザデータを転送する場合、値４４が用いられるべきで

ある。値４５～４７は予約値である（注）。

注：将来、これらの値は、付加的な機能に関連したエンカプセレーションされたユーザデータ転送を示すた

めに用いられることがある。

　ＣＬ－ＯＡＭ－ＰＤＵの識別のために、以下のＰＩコード値が定義されている。

４５：エンカプセレーションされたＣＬＮＩ

４３：非エンカプセレーションされたＣＬＮＩ

エンカプセレーションが実行されない場合、そのフィールドは発信元ＣＬＮＡＰエンティティによって送ら

れるＣＬＮＡＰ－ＰＤＵと同じ値と意味をもつ。

　ＣＬサービス提供者間のＣＬＮＩでは、送信者は、網に対して適切な値をもつユーザデータをインタ

フェースを介して直接転送するＰＤＵのＰＩフィールドのコード化に責任をおう。双方の網管理者の合意に

基づいて、４４～４７以外のＰＩの値が送信側ＣＬＳによって用いられることがある。現在指定されている

値は５０と５１である。

5.4.4　ＰＡＤ長

　この２ビット長のフィールドはＰＡＤフィールド（０から３オクテット）の長さを示す。ＰＡＤオクテッ

ト数値は、ユーザ情報フィールドとＰＡＤフィールドの長さの合計が４オクテットの整数倍となるように設

定される。このフィールドはエンカプセレーションが実行されている場合においては、常に０である。

5.4.5　サービス品質（ＱｏＳ）

　この４ビット長のフィールドは、ＣＬＮＩＰ－ＰＤＵに対して要求されるＱｏＳを示すために用いられる。

非エンカプセレーションの場合において、このフィールドは、発信側のサービスユーザによって送出される

ＣＬＮＡＰ－ＰＤＵと同じ値と意味をもつ。エンカプセレーションが実行される場合は、このフィールドは

０に設定されなければならない。

5.4.6　ＣＲＣ表示ビット（ＣＩＢ）

　この１ビット長のフィールドは、３２ビット長のＣＲＣフィールドが存在する（ＣＩＢ＝１）かしないか
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（ＣＩＢ＝０）を示す。エンカプセレーションが実行されている場合、エンカプセレーションされているＰ

ＤＵにＣＲＣを用いる必要はないので、このフィールドは常に０でなければならない。

   

5.4.7　ヘッダ拡張子長（ＨＥＬ）

　この３ビット長のフィールドはヘッダ拡張子フィールドの３２ビットワード数を示す。

　エンカプセレーションの場合、このフィールドは３に設定されなければならない。

　非エンカプセレーションの場合、この３ビット長フィールドは０～５の範囲の任意の値をとることができ

る。

5.4.8　ＮＧＡエージェント（ＮＧＡＡ）識別子（ＮＧＩＤ）

　このフィールドは、ＮＧＩＤが、節７．３．３に記述される拡張グループアドレス展開機構により使用さ

れていることを示す。

　このフィールドはエンカプセレーションＣＬＮＡＰ－ＰＤＵの宛先ＧＡに関して部分展開を実行した最

後の網の識別子（ＮＧＩＤ）を運ぶ。ＮＧＩＤフィールドのデフォルト値は０である。

5.4.9　予約フィールド

　この８ビット長のフィールドは将来の使用のために予約されている。デフォルト値は０である。

5.4.10　ヘッダ拡張子（ＨＥ）

　エンカプセレーションの場合、このフィールドの長さは１２オクテットでなければならない。

　非エンカプセレーションの場合、このフィールドの長さは、０～２０オクテットの範囲の値をとることが

でき、その値はヘッダ拡張子長フィールドの値によって示される。

　このフィールドの内容は、本標準では規定しない。

5.4.11　ヘッダ拡張子末尾ＰＡＤ（ＨＥ Ｐｏｓｔ－ＰＡＤ）

　エンカプセレーションが実行されている場合、このフィールドは８オクテットの長さをもつ。その最初の

オクテットはプロトコルバージョン番号を含む。ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６４の今回のリリースに対しては１

に設定される。残りの７オクテットの内容は本標準では規定しない。

　このＨＥ　Ｐｏｓｔ－ＰＡＤはもしエンカプセレーションが実行されないなら常に存在しない。

5.4.12　ユーザ情報

　このフィールドは、エンカプセレーションＰＤＵにおいては２０～９２３６オクテット、非エンカプセ

レーションＰＤＵにおいては０～９１８８オクテットまでの可変長である。

　エンカプセレーションが実行されている場合、このフィールドはエンカプセレーションされたＣＬＮＡＰ

－ＰＤＵとアライメントヘッダ（注）（４オクテット）を含み、４オクテットの整数倍でなければならない。

　非エンカプセレーションの場合、このフィールドは、発信元のＳＤＵを転送する。

注）アライメントヘッダの内容はチェックされるべきでない。
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5.5　エラー状態

5.5.1　エンカプセレーションの場合

　この節は、エンカプセレーションされたＰＤＵと表示されたＣＬＮＩＰ－ＰＤＵのみに適用される。

さまざまなエラーが、ＣＬＮＩＰ－ＰＤＵ受信時に生じることがある。受信側にて以下のどれかの条件が検

出された場合、そのＣＬＮＩＰ－ＰＤＵは廃棄されなければならない。

　・無効なアドレスフォーマットである。

　・ＣＬＮＩＰの発信元アドレスがＣＬＮＡＰ－ＰＤＵの発信元アドレスと異なる。

　・ＣＬＮＡＰ－ＰＤＵの宛先アドレスが個別アドレスの場合、ＣＬＮＩＰの宛先アドレスとＣＬＮＡＰ－

ＰＤＵの宛先アドレスが異なる。

　・ＰＡＤ長が０でない。

　・ＱｏＳフィールドが０でない。

　・ＣＬＮＩＰのＣＲＣ表示ビットが１である。

　・ＨＥＬフィールドの値が３以外の値である。

　・ＰＩフィールドの内容が許された範囲でない（節５．４．３参照）。

5.5.2　非エンカプセレーションの場合

　この節は、ＰＩフィールドによって非エンカプセレーションと表示されたＣＬＮＩＰ－ＰＤＵに適用され

る。

　さまざまなエラー状態がＣＬＮＩＰ－ＰＤＵ受信時に生じることがある。受信側にて以下のどれかの条件

が検出された場合、そのＣＬＮＩＰ－ＰＤＵは廃棄されなければならない。

　・無効なアドレスフォーマットである。

　・ユーザ情報とＰＡＤフィールドの合計の長さが４オクテットの整数倍でないようなＰＡＤ長。

　・ＨＥＬフィールドの値が０～５の範囲外である。
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６．コネクションレス網アクセスプロトコル（ＣＬＮＡＰ）とコネクションレス網インタフェー

スプロトコル（ＣＬＮＩＰ）間のマッピング 
 ＣＬＳは以下の機能の一般的なタイプのうちの１つ、あるいはそれ以上の機能を持つ。 

 あるＣＬＮＡＰ／ＣＬＮＩＰ－ＰＤＵに対して、それぞれのＣＬＳは、これらの機能タイプのうちの１

つを実行する。 

 

 ａ）発信機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－１／ＪＴ－Ｉ３６４ 

（ITU-T I.364） 

 

 

 発信機能は、ＣＬＮＡＰ－ＰＤＵをＣＬＡＩを介してカスタマ装置から受信し、ＣＬＮＩを介して対応

するＣＬＮＩＰ－ＰＤＵ（エンカプセレーションされたものか、非エンカプセレーションされたものか）を

他のＣＬＳに転送する。 

 

 ｂ）終端機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－２／ＪＴ－Ｉ３６４ 

（ITU-T I.364） 

 

 

 終端機能は、エンカプセレーションしたものと非エンカプセレーションしたものの両方、もしくはどち

らかのＣＬＮＩＰ－ＰＤＵをＣＬＮＩを介して他のＣＬＳから受信し、ＣＬＡＩを介して対応するＣＬＮ

ＡＰ－ＰＤＵをカスタマ装置に転送する。 
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 ｃ）中継機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－３／ＪＴ－Ｉ３６４ 

（ITU-T I.364） 

 

 

 中継機能は、エンカプセレーションしたものと非エンカプセレーションしたものの両方、もしくはどち

らかのＣＬＮＩＰ－ＰＤＵをＣＬＮＩを介して他のＣＬＳから受信し、対応するＣＬＮＩＰ－ＰＤＵをＣ

ＬＮＩを介して他のＣＬＳに転送する。もし次のＣＬＳが他の網管理者のドメインに属するなら、非エン

カプセレーションＣＬＮＩＰ－ＰＤＵは、それらが転送される前にエンカプセレーションされる。 

 

 ｄ）アクセス専用機能 

 

 

 

 

 

 

 

 

図６－４／ＪＴ－Ｉ３６４ 

（ITU-T I.364） 

 

 

 アクセス専用機能は、ＣＬＮＡＰ－ＰＤＵをＣＬＡＩを介してカスタマ装置から受信し、それらを他の

ＣＬＡＩを介して他のカスタマ装置に転送する。 

 

 付加的な定義： 

 ・アクセス機能：発信、終端、アクセス専用機能に対する共通の名称 

 ・発信側ＣＬＡＩ：カスタマ装置から入るＣＬＮＡＰ－ＰＤＵが受信されるＣＬＡＩ 

 ・終端側ＣＬＡＩ：カスタマ装置へ向かうＣＬＮＡＰ－ＰＤＵが送出されるＣＬＡＩ 

 ・発信側ＣＬＮＩ：他のＣＬＳから入るＣＬＮＩＰ－ＰＤＵが受信されるＣＬＮＩ 

 ・終端側ＣＬＮＩ：他のＣＬＳへ向かうＣＬＮＩＰ－ＰＤＵが送出されるＣＬＮＩ 
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6.1　エンカプセレーションと 非エンカプセレーションの適用規則

　以下の適用規則が適用される。

　ｉ）　ＣＬサービス提供者間のＣＬＮＩにおいて、エンカプセレーションが、グループアドレスを持つＰ

ＤＵに対しても、個別アドレスを持つＰＤＵに対しても常に用いられる。

　ｉｉ）単一のＣＬサービス提供者ドメイン内でのＣＬＮＩにおいては、エンカプセレーションと非エンカ

プセレーションの両方または一方だけをＣＬサービス提供者は用いて良い。

　ＣＬＳが属するＣＬサービス提供者ドメイン内で用いられるメカニズム（エンカプセレーション、非エン

カプセレーション）によって、どちらかのあるいは両方のメカニズムがサポートされなければならない。

　ａ）発信機能

　　　もしエンカプセレーションがＣＬサービス提供者ドメイン内で用いられるなら、発信機能は全てのＣ

ＬＮＡＰ－ＰＤＵをエンカプセレーションする。

　　　ＣＬサービス提供者ドメイン内のＣＬＮＩの場合、非エンカプセレーションメカニズムが発信機能に

よって、代替的に利用されることがある。

　ｂ）終端機能

　　　もしエンカプセレーションがＣＬサービス提供者ドメイン内で用いられるなら、終端機能は全てのＣ

ＬＮＩＰ－ＰＤＵをデカプセレーションしなければならない。

　　　非エンカプセレーションメカニズムが用いられるＣＬサービス提供者ドメインにおける終端機能は、

エンカプセレーションＣＬＮＩＰ－ＰＤＵと非エンカプセレーションＣＬＮＩＰ－ＰＤＵを区別し、そ

れらを適切に処理しなければならない。

　ｃ）中継機能

　　　もしエンカプセレーションがＣＬサービス提供者ドメイン内で用いられるなら、中継機能はＣＬＮＩ

Ｐ－ＰＤＵをエンカプセレーションメカニズムに関与せずに転送する。

　　　もし発信側ＣＬＮＩがドメイン内ＣＬＮＩで、終端側ＣＬＮＩがドメイン間ＣＬＮＩであるなら、中

継機能はエンカプセレーションＣＬＮＩＰ－ＰＤＵと非エンカプセレーションＣＬＮＩＰ－ＰＤＵを

区別しなければならない。非エンカプセレーションＣＬＮＩＰ－ＰＤＵはそれらが転送される前にエン

カプセレーションＣＬＮＩＰ－ＰＤＵにマッピングされなければならない。

　ｄ）アクセス専用機能

　　　アクセス専用機能はＣＬＮＡＰ－ＰＤＵをどちらのメカニズムも適用しないで転送する。

6.2　エンカプセレーション／デカプセレーション及び非エンカプセレーションメカニズム

　もしエンカプセレーションが実行される時には、ＣＬＳＦは、ＣＬＮＩＰ－ＰＤＵヘッダと４オクテット

のアライメントヘッダを、ＣＬＮＡＰ－ＰＤＵまたは非エンカプセレーションＣＬＮＩＰ－ＰＤＵの先頭に

加える。ＣＬＮＩＰ－ＰＤＵヘッダのフィールドの値はＣＬＳＦによって導かれるかまたはプロトコル仕様

によって決定される。

　デカプセレーションメカニズムはＣＬＮＩＰ－ＰＤＵからＣＬＮＡＰ－ＰＤＵを再生するためにヘッダ

とアライメントヘッダを取り除く。図６－５／ＪＴ－Ｉ３６４参照。
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図６－５／ＪＴ－Ｉ３６４　　ＣＬＮＩＰ-ＰＤＵ内のＣＬＮＡＰ－ＰＤＵのエンカプセレーション

　　　　（ITU-T I.364）

　非エンカプセレーションがＣＬサービス提供者ドメイン内で実行されるなら、ＣＬＮＡＰ－ＰＤＵはＣＬ

ＮＩＰ－ＰＤＵとみなされ、その網内を予約フィールドを除いて透過に転送される。したがって、特別なメ

カニズムは必要とされない。

6.2.1　エンカプセレーションコネクションレス網インタフェースプロトコル－プロトコルデータユニット

（ＣＬＮＩＰ－ＰＤＵ）フィールドの導出

　エンカプセレーションＣＬＮＩＰ－ＰＤＵフィールドは、ＣＬＮＡＰ－ＰＤＵフィールドの内容と、ＣＬ

ＳＦ内の利用できる情報（ネットワーク構成、管理、加入者契約等）と、プロトコル仕様とから導かれる。

ＣＬＳＦ内の利用できる情報がどのようにＣＬＮＩＰ－ＰＤＵフィールドの内容（例えばグループアドレス

など）の導出に影響を与えるかは今後の検討課題である。

　・宛先アドレス

　　このフィールドの内容は受け取ったＣＬＮＡＰ－ＰＤＵ内の宛先アドレスと異なることがある（例えば

アドレス展開のため）。

　・発信元アドレス

　　このフィールドはＣＬＮＡＰ－ＰＤＵの発信元アドレスからコピーされる。

　・プロトコル識別子

　　このフィールドは節５．４．３にしたがって設定される。

　・ヘッダ拡張子（ＨＥ）

　　このフィールドの内容の導出は今後の検討課題である。
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　・ヘッダ拡張子末尾ＰＡＤ（ＨＥ　Ｐｏｓｔ－ＰＡＤ）

　　節５．４．１１にしたがって生成される。

　・データ

　　このフィールドはＣＬＮＡＰ－ＰＤＵの内容とアライメントヘッダの内容を結合することにより導出

される。

　・サービス品質（ＱｏＳ）

　　０に設定される。

6.2.2　非エンカプセレーションコネクションレス網インタフェースプロトコル－プロトコルデータユニット

（ＣＬＮＩＰ－ＰＤＵ）フィールドの導出

　非エンカプセレーションＣＬＮＩＰ－ＰＤＵの予約フィールドを除く全てのフィールドは、ＣＬＮＡＰ－

ＰＤＵの対応するフィールドに等しい。



－ 37 － ＪＴ－Ｉ３６４

７．グループアドレスＰＤＵの処理

　グループアドレス（ＧＡ）の処理は、管理的な側面とグループアドレスＰＤＵの転送を含む。ＧＡを展開

するために必要な情報は１つの網に集中させることも、また複数の網に分散させることもできる。ＣＬＡＩ

経由でグループアドレスＰＤＵを受け取る時、発信側の網は、その宛先ＧＡによって識別される展開機能へ

パケットを転送しなければならない。

7.1　定　義

　ＧＡとＮＧＡの定義は、節２．７参照。

7.1.1　グループアドレスエージェント（ＧＡＡ）

　１つのＧＡの管理は、ただ１つのＧＡＡによって行われる。そのＧＡＡはユーザ／クライアントの指示に

したがってグループアドレスの割り当て、削除、修正、および個別アドレスのグループへの包含、追加、削

除に対して責任を持つ。

　番号割り当てに関しては、ＧＡＡはあるグループに対して、そのＧＡＡのドメインに属する、グローバル

にユニークなグループアドレスを割り当てる。

　ＧＡＡは完全にまたは部分的にアドレスを展開する。ＧＡＡにより部分的にアドレスを展開する場合（例

えばＮＧＡを利用する場合）、完全なアドレスの展開は、他の網のサポートを受けて実行される。

7.1.2　ネステッドグループアドレスエージェント（ＮＧＡＡ）

　ＮＧＡＡの概念はエンカプセレーション網に適用できる。非エンカプセレーション網内での適用は今後の

検討課題である。

　１つのネステッドグループアドレス（ＮＧＡ）の管理は、ただ１つのＮＧＡＡによって行われる。ＮＧＡ

Ａは、そのグループに対して責任をもつＧＡＡと共に、ＮＧＡの割り当て、削除、修正、およびそのＮＧＡ

に関連する個別アドレスの包含、追加、削除に関して責任をもつ。ＮＧＡＡを用いることにより、段階的に

かつ分散してＧＡの展開を行うことができる。これにより、ＮＧＡＡに属するＧＡの全てのメンバにグルー

プアドレスを持つＣＬＮＡＰ－ＰＤＵ（ＧＡＰ　節２．１．１参照）を確実に転送することができる。

　番号割り当てに関しては、ＮＧＡはそのＮＧＡＡが属する網のアドレスドメインに属し、グローバルにユ

ニークなグループアドレスである。ＮＧＡのアドレスタイプはグループアドレスに属する。

　注）特別なアドレスタイプの要求はまだ明確にはなっていない。

7.1.3　グループアドレッシングのための構成

　グループアドレスを持つＰＤＵ転送のための構成として、サービス提供者間の合意に基づき、１つのグ

ループアドレスに対してＧＡＡのみを、またはＧＡＡとＮＧＡＡを含むことがある。２つの方法（ＧＡＡの

みの場合と、ＧＡＡにＮＧＡＡを加えた場合）を、それぞれ「集中データベース方法」と「ＮＧＡＡと組み

合わせた集中データベース方法」として以下に述べる。

　両方の方法を網が同時にサポートする必要があるかもしれないことに注意しなければならない。

　注）節７．２と節７．３で述べる手順は非エンカプセレーションＣＬＮＩＰ－ＰＤＵに対しては適用でき

ない。
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7.2 集中データベース方法 

 この方法では、特定のＧＡのグループアドレスの展開に関する全ての機能は指定されたＧＡＡによって

実行される。 

 

 典型的な集中データベース方法を図７－１／ＪＴ－Ｉ３６４に示す。 

 

7.2.1 転送メカニズム 

 本節では図７－１／ＪＴ－Ｉ３６４に示す例を用いて転送メカニズムを記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７－１／ＪＴ－Ｉ３６４  集中データベース方法－例 
              （ITU-T I.364） 

 

 

 ＧＡはメンバ１から７を示し、そのＧＡに対するＧＡＡは網３に含まれる。 

 転送は次のように行われる。 

 網１に接続されたユーザｘは宛先アドレスがＧＡであるＣＬＮＡＰ－ＰＤＵを生成する。このＰＤＵ（Ｇ

ＡＰ）はＧＡに対応するＧＡＡを含む網３に転送される。網３はＧＡを全てのメンバ（すなわち１～７）の

個別アドレスに展開する。網３はＧＡＰを網内のメンバ５、６、７に直接転送し、その他の各メンバに対

して、そのメンバの個別宛先アドレス（例えばメンバ４はＩＡ４，ＧＡＰと表記）をもつＣＬＮＩＰ－ＰＤ

Ｕを送る。 

 ＰＤＵは発信元ｘには送り返されない。 

 網５（網５はグループ内のどのメンバにも転送しない。）に接続されたユーザｙからのＧＡＰは宛先アド

レスを用いて通常通り転送される。宛先アドレスとしてＧＡをもつＰＤＵは網４を経由してアドレスの展
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開が行われる網３に送られる。展開後の転送メカニズムは上記と同じ方法で行われる。 

 

7.2.2 グループへの新規メンバの追加 

 本節では、図７－２／ＪＴ－Ｉ３６４に示す例を用いて、グループへの新規メンバの追加を記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７－２／ＪＴ－Ｉ３６４  集中データベース方法－新規メンバ追加例 

          （ITU-T I.364） 

 

 

 網４のメンバ８がそのＧＡに追加される。網３のＧＡデータベースが更新される。節７．２．１の記述

に加えて、網３はエンカプセレーションされたＰＤＵ（ＩＡ８，ＧＡＰと表記）を、そのＧＡＰをメンバ８

に送る網４に送る。 

 

7.3 ネステッドグループアドレスエージェント（ＮＧＡＡ）と組み合わせた集中データベース方法 

7.3.1 １レベルのネステッドグループアドレスエージェント（ＮＧＡＡ）と組み合わせた集中データベース

方法 

 この方法では、特定のＧＡのグループアドレスの展開に関するいくつかの機能はＮＧＡＡにゆだねられ

る。そして、このＮＧＡＡは指定されたＧＡＡと同じドメインに置かれたり、異なるドメインに置かれた

りすることがある。この方法は、他の網にグループアドレスＰＤＵのコピーを多数送ることを避けること

ができる。この方法は、依然として、他の網を経由してグループアドレスＰＤＵのコピーを多数送ること

を要求することがある。 

 ＧＡの１つあるいはそれ以上のメンバを受け持つ各網は、ＮＧＡＡ機能を持つことがある。 
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7.3.1.1　定　義

　ＧＡＡは、ＧＡＡと、ＮＧＡＡとして動作する網との間で展開負荷を分け合うため、そのグループのメン

バを扱う網と取決めを行わなければならない。それぞれのＮＧＡＡはＮＧＡによって識別される。

　一旦展開が行われると、ＧＡＡは、そのＧＡに対応する各ＮＧＡＡへの宛先アドレスとして、ＮＧＡをア

ドレスとして持つ１つのＰＤＵ（ＮＧＡ，ＧＡＰと表記）のみを送ればよい。その網に属する宛先アドレス

としてＮＧＡを持つＰＤＵを受け取った各ＮＧＡＡは、完全にＧＡを展開する。宛先アドレスとしてＮＧＡ

を持つエンカプセレーションされたＰＤＵを受け取る網は、このＰＤＵをそのＮＧＡによって指定される網

に転送する。

　ＧＡの生成、拡張に関して、ＧＡＡはその展開機能を分配するかどうかを決める。ＮＧＡＡを作るための

基準は、サービス提供者に依存し（例えば異なる網に広がるグループのトポロジー、１つの網あたりのメン

バ数など）、本標準の範囲外である。

7.3.1.2　転送メカニズム

　本節では図７－３／ＪＴ－Ｉ３６４に示す例を用いて転送メカニズムを記述する。

図７－３／ＪＴ－Ｉ３６４　１レベルのＮＧＡＡの集中データベース方法－例

　　　　　　　　　（ITU-T I.364）

　ＧＡＡは、ＧＡによりメンバ５，６，７とネステッドグループアドレスＮＧＡ１，ＮＧＡ２を識別する。

　転送は次のように行われる。

　網１に接続されたユーザｘは、宛先アドレスとしてＧＡを持つＣＬＮＡＰ－ＰＤＵを生成する。
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 ＧＡＰは、節７．２．１に記述されているように、網３へエンカプセレーション（ＧＡ，ＧＡＰと表記）

されて送られる。 

 網３はグループアドレスを以下の手順で展開する。 

 ・ＧＡＰはコピーされ、網３のローカルメンバ５，６，７に送られる。 

 ・宛先アドレスとしてＮＧＡ２を持つ１つのＰＤＵのみが、ＧＡＡと、ＮＧＡＡとして登録されている

網２の間で転送される。この動作はＮＧＡ２の全てのメンバのために行われる。 

 ・網２でＮＧＡ２が展開される。その結果、ＮＧＡの各個別メンバにＰＤＵがコピー送信され、メンバ

３，４にＰＤＵが送られる。 

 同じ手順がＮＧＡ１と網１に適用される。 

 

7.3.1.3 グループへの新規メンバの追加 

 本節では、図７－４／ＪＴ－Ｉ３６４に示す例を用いて、グループへの新規メンバの追加を記述する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図７－４／ＪＴ－Ｉ３６４ １レベルのＮＧＡＡと組み合わせた集中データベース方法－新規メンバの追 

      （ITU-T I.364）       加例 

 

 

 図７－４／ＪＴ－Ｉ３６４では、図７－３／ＪＴ－Ｉ３６４に対して、網４のメンバ８がＧＡに追加さ

れている。ＧＡＡの取り決めにより、以下のａ）、ｂ）のどちらかが用いられる。 

 

 ａ）メンバ８の単一エントリを持つＮＧＡ３の生成 

 ｂ）ＮＧＡを生成せずに、網３内のデータベースにメンバ８を追加 
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　転送は以下のように行われる。節７．３．１．２の記述に加えて、上記ａ）の場合、網３はエンカプセレー

ションされたＰＤＵ（ＮＧＡ３，ＧＡＰと表記）を、また、上記ｂ）の場合、エンカプセレーションされた

ＰＤＵ（ＩＡ８，ＧＡＰと表記）を、ＧＡＰをメンバ８に転送する網４に送信する。

7.3.2　複数レベルのネステッドグループアドレスエージェント（ＮＧＡＡ）と組み合わせた集中データベー

ス方法

　この方法では、あるＧＡのグループアドレスの展開に関するいくつかの機能が、複数のレベルのＮＧＡＡ

にゆだねられる。ＮＧＡＡは、指定されたＧＡＡと同じドメインに置かれたり、異なるドメインに置かれた

りすることがある。この方法は、グループアドレスＰＤＵのコピーを、他の網を通して多数送ることを避け

ることができる。

　ＧＡの１つまたはそれ以上のメンバを受け持つ各網はＮＧＡＡ機能を持つことがある。

7.3.2.1　定　義

　ＧＡＡは、ＧＡＡと、異なるレベルのＮＧＡＡとして動作する網との間で展開負荷を分け合うため、他の

網と取決めをしなければならない。それぞれのＮＧＡＡはＮＧＡによって識別される。

　一旦展開が行われると、ＧＡＡは、ＧＡに対応する次のレベルの別のＮＧＡＡに同報送信する、最初のレ

ベルの一部のＮＧＡＡに対して、宛先アドレスとしてＮＧＡ（ＮＧＡ，ＧＡＰと表記）を持つＰＤＵを送信

すればよい。宛先アドレスとしてＮＧＡを持つＰＤＵを受信した各ＮＧＡＡは、そのＧＡのメンバに対して

展開を実行する。

7.3.2.2　転送メカニズム

　今後の検討課題である。

7.3.3　グループアドレスエージェント（ＧＡＡ）到着前における部分的な展開

　この方法では、グループアドレスＣＬＮＡＰ－ＰＤＵがＧＡＡに到着するまでに通過したＮＧＡＡで、グ

ループアドレスが部分的に展開されることがある。

7.3.3.1　定　義

　多くの網は、グループアドレスの展開処理に参加できる。ＧＡＡは、グループアドレスの完全または部分

的な展開を行う。ＧＡＡによる部分的な展開の場合、完全な展開はＮＧＡＡのサポートによって行われる。

　与えられたグループのためのグループアドレス展開処理に関与する構成要素は、ツリー構造で相互接続さ

れる。この構造は、またスパニングツリーとして知られている。このツリーがかなり静的で再構築がルート

から開始されることに注意しなければならない。

　ＧＡＡは、ＧＡＡと、部分的なアドレスの展開を行うＮＧＡＡとして動作する網との間で、展開負荷を分

け合うため、他の網と取決めを行なわなければならない。この展開負荷は、「拡張グループアドレス展開」

と名付けられる。

　特別な場合として、発信元における展開がある。この方法では、あるグループアドレスＣＬＮＡＰ－ＰＤ

ＵのＧＡに対するＮＧＡＡである発側の網（そして発側の網のみ）が、そのＮＧＡに関する部分的な展開機

能を実行することができる。
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7.3.3.2　転送メカニズム

7.3.3.2.1　必要なコンフィグレーション情報

　あるＧＡに対してサービスプロバイダ（ａ）は、この特定のグループのためのＧＡＡである。別のサービ

スプロバイダ（ｂ）は、ＮＧＡＡとしてグループアドレス展開処理に関与できる。このサービスプロバイダ

（ｂ）は、この特定のＧＡと関連したネステッドグループアドレス（ＮＧＡ）を作成する。この特定のＧＡ

と関連した多くのＮＧＡＡが作成でき、複数のレベルのアドレス展開ツリーを創出する。

　拡張グループアドレス展開機能において、これらＮＧＡＡの各々がＮＧＡＡ識別子（ＮＧＩＤ）により識

別される。それらのＮＧＩＤは、ＧＡ内において一意である。ＮＧＩＤは常に０でない値をとる。

　特定のＧＡのためのＮＧＡが作成されるときはいつでも、新しいＮＧＩＤ値がＧＡＡにより割り当てられ

る（階層の複数のレベルにまたがる場合であっても）。個々のＮＧＩＤは、あるＧＡに対して一意であるが

その意義はこのＧＡに制限される。

7.3.3.2.2 例

　アルゴリズムのより包括的な例と記述のためには付録Ⅲ／ＴＴＣ標準ＪＴ－Ｉ３６４を参照。

　この節では、図７－５／ＪＴ－Ｉ３６４に示す例を用いて転送メカニズムを記述する。

　ＧＡＡの観点からＧＡは、メンバ１２と１３およびＮＧＡ１，２，３および４を識別する。

表７－１／ＪＴ－Ｉ３６４　部分的な展開のためのアドレス情報

　　　　　　　     (ITU-T I.364)

テーブル１

NGAA1 (G) NGID 1 GAA

1, 2, 3, NGAA2

テーブル２

NGAA2 (G) NGID 2 NGAA1

4, 5

テーブル３

NGAA3 (G) NGID 3 GAA

6, 7, 8, NGAA4

テーブル４

NGAA4 (G) NGID 4 NGAA3

9, 10, 11

テーブル５

GAA (G) NGID 5 12, 13

NGAA 1 1, 2, 3, NGAA2

NGAA 2 4, 5

NGAA 3 6, 7, 8, NGAA4

NGAA 4 9, 10, 11
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図７－５／ＪＴ－Ｉ３６４　ＧＡＡ到着前の部分展開－例

                            (ITU-T I.364)

　転送は次のように行われる。

　網１に接続されたユーザｘは、宛先アドレスがＧＡであるＣＬＮＡＰ－ＰＤＵを生成する。

　　網１におけるグループアドレス展開は以下の通り。

・ ＧＡＰは、網１のローカルなメンバ１，２および３にコピーされる。

・ そのＧＡＰは、エンカプセレーションされ（宛先アドレスをＧＡＡ，発信元アドレスをＳＡn, ＮＧＡ

Ａ識別子を１と表記）、コピーが網２および５に渡される。

　　網２におけるグループアドレス展開は以下の通り。

・ ＧＡＰは、網２のローカルなメンバ４および５にコピーされる。

　　網５におけるグループアドレス展開は以下の通り。

・ ＧＡＰは、網５のローカルなメンバ１２および１３にコピーされる。

・ そのＧＡＰは、エンカプセレーションされ（宛先アドレスをＮＧＡ３，発信元アドレスをＳＡn, ＮＧ

ＡＡ識別子を５と表記）、網３に渡される。

　　網３におけるグループアドレス展開は以下の通り。

・ ＧＡＰは、網３のローカルなメンバ６，７および８にコピーされる。

・ そのＧＡＰは、エンカプセレーションされ（宛先アドレスをＮＧＡ４，発信元アドレスをＳＡn, ＮＧ

ＡＡ識別子を３と表記）、網４に渡される。

　　網４におけるグループアドレス展開は以下の通り。

・ ＧＡＰは、網４のローカルなメンバ９，１０および１１にコピーされる。

7.3.3.3 グループへの新規メンバ追加

　この節では、図７－６／ＪＴ－Ｉ３６４に示す例を用いてグループへの新規メンバ追加を記述する。２つ

の場合に区別される。
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1
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X

6

7

8

9

10

11

テーブル 3
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NGAA 4 テーブル 4

テーブル 1

12 13

網 5 テーブル 5

網 3

NGAA 3

GAA
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　メンバが既存のＮＧＡＡに追加される場合。

　メンバが新しいＮＧＡの作成を引き起こす場合。

・ケース１　網４のメンバ１４は、ＧＡに追加される。網５のＧＡデータベースでは、メンバ１４のた

めの新規登録が作成される。メンバ１４のためのＮＧＡＡ４の新しいテーブル登録もまた作成される。

・ケース２　網６のメンバ１５は、ＧＡに追加される。網５のＧＡデータベースでは、メンバ１５とＮ

ＧＡＡ５のための新規登録が作成される。ＮＧＡＡ５のためのＮＧＡＡ４の新しいテーブル登録もま

た作成される。メンバ１５のための新規登録は、ＮＧＡＡ５において作成される。

表７－２／ＪＴ－Ｉ３６４　新規メンバ追加後のアドレス情報

　　　　　　            　(ITU-T I.364)

テーブル１

NGAA1 (G) NGID 1 GAA

1, 2, 3, NGAA2

テーブル２

NGAA2 (G) NGID 2 NGAA1

4, 5

テーブル３

NGAA3 (G) NGID 3 GAA

6, 7, 8, NGAA4

テーブル４

NGAA4 (G) NGID 4 NGAA3

9, 10, 11, 14, NGAA5

テーブル５

GAA (G) NGID 5 12, 13

NGAA 1 1, 2, 3, NGAA2

NGAA 2 4, 5

NGAA 3 6, 7, 8, NGAA4

NGAA 4 9, 10, 11, 14, NGAA5

NGAA 5 15

テーブル６

NGAA5 (G) NGID 6 NGAA4

15
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図７－６／ＪＴ－Ｉ３６４　ＧＡＡ到着前の部分展開－新規メンバ追加－例

　　　　　          (ITU-T I.364)

7.4　グループアドレス展開メカニズムの組み合わせ

　今後の検討課題である。
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テーブル 6
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付属資料Ａ　宛先アドレスフィールドおよび発信元アドレスフィールドの符号化

（標準ＪＴ－Ｉ３６４に対する）

付表Ａ－１／ＪＴ－Ｉ３６４　宛先アドレスフィールドの符号化

(ITU-T I.364)

アドレスタイプ アドレス構成／意味

０１００ 予約済み（注）

１０００ 予約済み（注）

１１００ Ｅ．１６４公衆個別アドレス

１１０１ 予約済み（注）

１１１０ Ｅ．１６４公衆グループアドレス

１１１１ 予約済み（注）

その他の全てのコード 将来の標準化のために予約済み

付表Ａ－２／ＪＴ－Ｉ３６４　発信元アドレスフィールドの符号化

(ITU-T I.364)

アドレスタイプ アドレス構成／意味

０１００ 予約済み（注）

１０００ 予約済み（注）

１１００ Ｅ．１６４公衆個別アドレス

１１０１ 予約済み（注）

その他の全てのコード 将来の標準化のために予約済み

（注）これらの値の使用はＭＡＮアプリケーションのために定義されている－ＩＳＯ／ＩＥＣ　ＩＳ　８８

０２－６参照。

　６０ビットアドレスサブフィールドで運ばれるＥ．１６４番号は国際ＩＳＤＮ番号である。国際ＩＳＤＮ

番号は十進数１５桁以下である。番号が１５桁未満であるとき、番号はアドレスサブフィールドの最上位

ビット（ＭＳＢ）側に置かれる。アドレスサブフィールドの残りの部分は全て２進「１」に符号化される。

　Ｅ．１６４番号は２進化１０進数を用いて符号化される。
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付録Ⅰ 略語および用語一覧 
（この付録は本標準にとって必須の項目ではない。） 

 
略語 英語 ＴＴＣ標準用語 
ＡＡＬ ATM Adaptation Layer ＡＴＭアダプテーションレイヤ 
ＡＡＴＦ ATM Access Termination fFunctions ＡＴＭアクセス終端機能 
ＡＬ Alignment アライメント 
ＡＮＴＦ ATM Network Termination fFunctions ＡＴＭ網終端機能 
ＡＴＦ Access Termination Functions アクセス終端機能 
ＡＴＭ Asynchronous Transfer Mode ＡＴＭ 
Ｂ-ＩＳＤＮ Broadband Integrated Services Digital Network 広帯域ＩＳＤＮ 
ＢＡsize Buffer Allocation Size バッファ割当サイズ 
ＢＣＤ Binary Coded Decimal ２進化１０進数 
ＢＣＤＢＳ Broadband Connectionless Data Bearer Service 広帯域コネクションレスデータベアラサービス 
ＢＯＭ Beginning Of Message メッセージ先頭部 
Ｂtag Beginning tag 先頭タグ 
ＣＦ Connection Functions コネクション機能 
ＣＩＢ CRC Indication Bit ＣＲＣ表示ビット 
ＣＬ ConnectionLess コネクションレス 
ＣＬＬ ConnectionLess Layer コネクションレスレイヤ 
ＣＬＬ Ｒ＆Ｒ ConnectionLess Layer Routing ＆ Relaying コネクションレスレイヤ 

   ルーチング＆リレーイング 
ＣＬＡＩ ConnectionLess Access Interface コネクションレスアクセスインタフェース 
ＣＬＡＴＦ CL Access Termination Functions コネクションレスアクセス終端機能 
ＣＬＣＰ Connection Less Convergence Protocol コネクションレスコンバージェンスプロトコル 
ＣＬＨＦ ConnectionLess Handling Functions コネクションレス処理機能 
ＣＬＭＦ ConnectionLess Mapping Functions コネクションレスマッピング機能 
ＣＬＮＡＰ ConnectionLess Network Access Protocol コネクションレス網アクセスプロトコル 
ＣＬＮＩ ConnectionLess Network Interface コネクションレス網インタフェース 
ＣＬＮＩＩ Connection Less Network Interface 

          for Inter-domain 
コネクションレス網間インタフェース 
（付録Ⅱ／JT－Ｉ３６４に対する） 

ＣＬＮＩＮ Connection Less Network Interface for National コネクションレス網内インタフェース 
（付録Ⅱ／JT－Ｉ３６４に対する） 

ＣＬＮＩＰ Connection Less Network Interface Protocol コネクションレス網インタフェースプロトコル 
ＣＬＮＩＰI Connection Less Network Interface Protocol 

               for Inter Domain 
コネクションレス網間インタフェースプロトコ
ル（付録Ⅱ／JT－Ｉ３６４に対する） 

ＣＬＮＩＰN Connection Less Network Interface Protocol 
               for National Domain 

コネクションレス網内インタフェースプロトコ
ル（付録Ⅱ／JT－Ｉ３６４に対する） 

ＣＬＮＴＦ CL Network Termination Functions コネクションレス網終端機能 
ＣＬＳ Connection Less Server コネクションレスサーバ 
ＣＬＳＦ Connection Less Service Function コネクションレスサービス機能 
ＣＯＭ Continuation Of Message メッセージ継続部 
ＣＰＣＳ Common Part Convergence Sublayer CS共通部 
ＣＰＥ Customer Premises Equipment カスタマ宅内装置 
ＣＰＩ Common Part Indicator 共通部種別表示 
ＣＲＣ Cyclic Redundancy Check ＣＲＣ 
ＣＳ Convergence Sublayer  コンバージェンスサブレイヤ 
ＣＴＦ Control Functions 制御機能 
ＤＡ Destination Address 宛先アドレス 
ＥＩ Encapsulation Indicator エンカプセレーション表示 

（付録Ⅱ／JT－Ｉ３６４に対する） 
ＥＯＭ End Of Message メッセージ終了部 
Ｅtag End tag 末尾タグ 
ＧＡ Group Address グループアドレス 
ＧＡＡ Group Address Agent グループアドレスエージェント 
ＧＡＨＦ Group Address Handling Functions グループアドレス処理機能 



 － 49 － ＪＴ－Ｉ３６４ 

 
略語 英語 ＴＴＣ標準用語 
ＧＡＰ Group Addressed PDU グループアドレスＰＤＵ 
ＨＥ Header Extension ヘッダ拡張子 
ＨＥＬ Header Extension Length ヘッダ拡張子長 
ＨＬＰＩ Higher Layer Protocol Identifier 高位レイヤプロトコル識別子 
ＩＡ Individual Address 個別アドレス 
ＩＡＰ Indidual Addressed PDU 個別アドレスＰＤＵ 
ＩＳＤＮ Integrated Services Digital Network ＩＳＤＮ 
ＩＳＯ International Organization for Standardiszation ＩＳＯ 
ＭＡＮ Metropolitan Area Network ＭＡＮ 
ＭＣＬ Management of Connectionless Layer コネクションレスレイヤ管理 
ＭＩＤ Multiplexing Identification 多重識別子 
ＭＩＲ Maximum Information Rate 最大情報レート 
ＭＳＢ Most Significant Bit 最上位ビット 

（付属資料 A／JT－Ｉ３６４に対する） 
ＮＧＡ Nested Group Address ネステッドグループアドレス 
ＮＧＡＡ Nested Group Address Agent ネステッドグループアドレスエージェント 
ＮＧＩＤ Nested Group Address Agent Identifier ＮＧＡＡ識別子 
ＮＮＩ Network Node Interface 網ノードインタフェース 
ＮＰＣ Network Parameter Control ネットワークパラメータ制御 
ＮＴＦ Network Termination Functions 網終端機能 
ＯＡＭ Operation And Maintenance 運用保守 
ＰＣＦ Protocol Conversion Functions プロトコル変換機能 
ＰＤＵ Protocol Data Unit プロトコルデータユニット 
ＰＩ Protocol Identifier プロトコル識別子 
ＰＰＴＵ PDUs Per Time Unit 単位時間当りのプロトコルデータユニット 
ＱoＳ Quality of Service サービス品質 
ＳＡ Source Address 発信元アドレス 
ＳＡＰ Service Access Point サービスアクセスポイント 
ＳＡＲ Segmentation And Reassembly 分割組立 
ＳDＬ Specification & Description Language 仕様記述言語 
ＳＤＵ Service Data Unit サービスデータユニット 
ＳＩＲ Sustained Information Rate サステインド情報レート 
ＳＳＣＳ Service Specific Convergence Sublayer ＣＳサービス依存部 
ＳＳＭ Single Segment Message 単一セグメントメッセージ 
ＵＮＩ User Network Interface ユーザ･網インタフェース 
ＵＰＣ Usage Parameter Control 使用量パラメータ制御 
ＶＣ Virtual Channel バーチャルチャネル 
ＶＣＩ Virtual Channel Identifier バーチャルチャネル識別子 
ＶＰ Virtual Path バーチャルパス 
ＶＰＩ Virtual Path Identifier バーチャルパス識別子 
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付録Ⅱ 仕様記述言語（ＳＤＬ）ダイアグラム 
（この付録は本標準にとって必須の項目ではない） 

 

Ⅱ.１ 一般的記述 

 ＳＤＬダイアグラムは形式上および記述上の目的で提供されるものであり、それらはある特定の実現方

法において記述されるプリミティブの存在を意味しないし、この記述の目的から憶測されるようなＣＬＮ

ＡＰ、ＣＬＮＩＰ、ＣＬＬ Ｒ＆Ｒ間の機能の明確な配置も意味しない。 

 ＳＤＬダイアグラムは、ＣＬＬでのストリーミングモードまたはオン・ザ・フライ形態（ＰＤＵの仮想的

な組立のみがこのレベルでなされる方法）の動作を除外するものではない。 

 このモードの詳細については今後の検討課題である。 

 マルチキャストメカニズムに関して、この付録は節７．２、 節７．３．１のみに適用される。 

 節７．３．２、 節７．３．３、 節７．４を適用するには、さらなる定義が必要とされる。 

 ＣＬＬ Ｒ＆Ｒは次のように位置づけされる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付図Ⅱ－１／ＪＴ－Ｉ３６４ ＣＬＬ Ｒ＆Ｒの位置づけ 

                             (ITU-T I.364) 

 

 

 矢印はＣＬＬのＣＬＬ Ｒ＆ＲとＣＬＮＡＰあるいはＣＬＮＩＰの各エンティティ間で信号がやりとり

されることを表す。 

 ＣＬＬ Ｒ＆Ｒエンティティの機能は節２．３と節２．４で述べられる。 

 プロトコルエンティティ（ＣＬＮＡＰまたはＣＬＮＩＰ）がＣＬＡＩまたはＣＬＮＩにおいて受信するＣ

ＬＮＡＰ／ＣＬＮＩＰ－ＰＤＵの正常性を調べることが想定される。これらの制御は本標準の節５．５の

エラー状態に反映される。それ故、ＣＬＬ Ｒ＆Ｒで受信されるＰＤＵはエンカプセレーション／非エン

カプセレーションに関して正常であると想定される。 

 ＡＴＦとＮＴＦ（節２．３参照）の機能ブロックに属するＣＬＮＩＰとＣＬＮＡＰの機能はＰＤＵをフォ

ーマットする、すなわちエンカプセレーションあるいはデカプセレーションを実行することも想定する。 

 これらのＳＤＬダイアグラムは、受信したエンカプセレーションされたＰＤＵが着信先ノードまで非エ

ンカプセレーションドメイン内をエンカプセレーションされたままの状態で転送される場合と、非エンカ

プセレーションドメインオプションとして、個別アドレスのＣＬＮＡＰ－ＰＤＵをエンカプセレーション

したＣＬＮＩＰ－ＰＤＵ（ＩＡ，ＩＡＰと記述）が、このドメインによってサービスされる着信先ユーザへ、

デカプセレーションされて転送される場合を含む。 

ＣＬＬ Ｒ＆Ｒ 

ＣＬＮＩＰ ＣＬＮＡＰ

ＡＡＬ3/4 
null SSCS 

ＡＡＬ3/4 
null SSCS 

ＡＴＭ 
 
 
 

物理 

ＡＴＭ 
 
 
 

物理 

起動 

通知 
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 エンティティ間の相互作用 

 

 相互作用の記述はＣＬＬ Ｒ＆Ｒエンティティとそのプロトコルエンティティ間のプリミティブによっ

てなされる。これらのプリミティブは、レイヤインタフェースプリミティブと区別するため、起動（ＣＬＬ 

Ｒ＆Ｒによって始められた場合）および通知（プロトコルエンティティによって始められた場合）と名付け

られる。 

 管理エンティティとの相互作用はＳＤＬダイアグラムに含まれない。 

 

Ⅱ.２ コネクションレス網アクセスプロトコル（ＣＬＮＡＰエンティティとコネクションレスレ

イヤルーチング＆リレーイング（ＣＬＬ Ｒ＆Ｒ）エンティティ間の相互作用 

 受信側のＣＬＮＡＰエンティティは、それぞれのＣＬＮＡＰ－ＰＤＵにエンカプセレーション表示（Ｅ

Ｉ）パラメータを付与して、ＣＬＬ Ｒ＆Ｒエンティティへ転送する。ＥＩは、ＣＬＮＡＰ－ＰＤＵがエン

カプセレーションされていないことを示すＦＡＬＳＥに設定される。 

 送信側のＣＬＮＡＰエンティティは、ＣＬＡＩに送信されるＣＬＮＡＰ－ＰＤＵを、ＣＬＬ Ｒ＆Ｒエ

ンティティから受信する。 

 

Ⅱ.３ コネクションレス網インタフェースプロトコル（ＣＬＮＩＰ）エンティティとコネクショ

ンレスレイヤルーチング＆リレーイング（ＣＬＬ Ｒ＆Ｒ）エンティティ間の相互作用 

 受信側のＣＬＮＩＰエンティティは、それぞれのＣＬＮＩＰ－ＰＤＵにＥＩパラメータを付与して、Ｃ

ＬＬ Ｒ＆Ｒエンティティへ転送する。ＥＩはＣＬＮＩＰ－ＰＤＵがエンカプセレーションされたものか

どうかを示す。 

 送信側のＣＬＮＩＰエンティティは、ＣＬＬ Ｒ＆Ｒエンティティからデータパラメータと、データパ

ラメータがそのまま保持されるＣＬＮＩＰ－ＰＤＵかエンカプセレーションされなければならないＣＬＮ

ＩＰ－ＰＤＵかを示すＥＩパラメータを受信する。 

 データパラメータがエンカプセレーションされなければならない場合、ＣＬＮＩＰエンティティは、Ｃ

ＬＮＩＰ－ＰＤＵのエンカプセレーションヘッダに用いるために、ＤＡ、ＳＡ、ＱｏＳ、ＨＥ、ＨＥ Ｐ

ｏｓｔ－ＰＡＤという付加的なパラメータを受信する。ＣＬＮＩＰエンティティは、ＣＬＮＩＰ－ＰＤＵ

ヘッダとアライメントヘッダを、そのデータパラメータの先頭に付加する。付加されるＣＬＮＩＰ－ＰＤ

Ｕヘッダの値は、付加的なパラメータとデータパラメータから導かれる。 

 ＣＬＬ Ｒ＆Ｒエンティティは、ＰＤＵのＤＡと、ドメインで用いられるエンカプセレーション／非エ

ンカプセレーションのメカニズムについての知識からＥＩパラメータを導く。 

 エンカプセレーションを行う必要がある場合、ＣＬＬ Ｒ＆Ｒエンティティは、ＣＬＮＩＰ－ＰＤＵの

エンカプセレーションに用いられるＤＡ、ＨＥ、ＨＥ Ｐｏｓｔ－ＰＡＤを導出し、受信したＰＤＵ、Ｅ

Ｉパラメータと付加的なパラメータの値を、適切な送信側のＣＬＮＩＰエンティティに転送する。 

 デカプセレーションが実行されなければならない場合、ＣＬＬ Ｒ＆Ｒエンティティは、ＣＬＮＩＰ－

ＰＤＵヘッダとアラインメントヘッダを除き、ＣＬＮＡＰ－ＰＤＵを適切なＣＬＮＡＰエンティティに転

送する。 

 エンカプセレーション／デカプセレーションが実行される必要がない場合、ＣＬＬ Ｒ＆Ｒエンティテ

ィはＰＤＵを、適切なＣＬＮＡＰエンティティに転送するか、またはエンカプセレーション不要の表示を

付与して、適切なＣＬＮＩＰエンティティに転送する。 

 ２つのタイプ（ドメイン内、ドメイン間）のＣＬＮＩは区別される。 
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CLL R&R

付図Ⅱ－２／ＪＴ－Ｉ３６４　　ＣＬＬ Ｒ＆ＲとＣＬＮＡＰ／ ＣＬＮＩＰ間のエンティティの関係

　　　　（ITU-T I.364）

注意：本図はより明確化するために、ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３６４の原図にプリミティブを受け渡す相手であ

るＣＬＮＡＰ／ＣＬＮＩＰプロトコルエンティティを補足追加してある。

注意：ＩＴＵ－Ｔ勧告Ｉ．３６４には、本図以外に、内容が同じ図が添付されているが、混乱を回避するた

めに削除した。

CLNIPIへ

CLNIPI－UNITDATA－起動
(ﾃﾞｰﾀ, EI, DA, SA, QoS, HE,
HE Post-PAD)

CLNIPNへ

CLNIPN－UNITDATA－起動
(ﾃﾞｰﾀ, EI, DA, SA, QoS, HE,
HE Post-PAD)

CLNIPI－UNITDATA－通知
(CLNIP－PDU, EI)
CLNIPIから

CLNAP－UNITDATA－通知
(CLNAP－PDU, EI)
CLNAPから

CLNIPN－UNITDATA－通知
(CLNIP－PDU, EI)
CLNIPNから

CLL R&R
プロトコルエンティティ

CLNAPへ

CLNAP－UNITDATA－起動
(CLNAP－PDU)

ＣＬＮＩＰ
プロトコルエンティティ

ＣＬＮＡＰ
プロトコルエンティティ
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ＣＬＬＲ＆Ｒ　処理

ＣＬＮＡＰへの／からの信号

CLNAP-UNITDATA-起動(data)

data 転送されるＣＬＮＡＰ－ＰＤＵ

CLNAP-UNITDATA-通知(data, EI)

data 受信したＣＬＮＡＰ－ＰＤＵ

EI ｆａｌｓｅ

ＣＬＮＩＰへの／からの信号

CLNIPI-UNITDATA-起動(data, EI, DA, SA, QoS, HE, HE Post-PAD)

data 転送されるＣＬＮＡＰ－ＰＤＵまたはＣＬＮＩＰ－ＰＤＵ

EI エンカプセレーションが実行されなければならない時ｔｒｕｅ、エンカプセレーションが実

行される必要がない時ｆａｌｓｅ（これはＰＩの調整が必要なときに、その調整を妨げる

ものではない）。

以下のパラメータはＥＩがｔｒｕｅの時のみ存在する。

DA このパラメータはＣＬＮＩＰ－ＰＤＵのエンカプセレーションにおいて用いられる宛先ア

ドレスを指定する。データパラメータに含まれるＰＤＵの宛先アドレスとは異なることが

ある（例えばアドレス展開のため）。

SA このパラメータはＣＬＮＡＰ－ＰＤＵのＳＡに等しい。

QoS このパラメータは０に等しい。

HE このパラメータはＣＬＮＩＰ－ＰＤＵのエンカプセレーションにおいて転送される値を指

定する。

HE Post-PAD このパラメータはＣＬＮＩＰ－ＰＤＵのエンカプセレーションにおいて転送される値を指

定する。はじめのオクテットは１に設定される。

CLNIPI-UNITDATA-通知(data, EI)

data 受信したＣＬＮＩＰ－ＰＤＵ

EI ＣＬＮＩＰ－ＰＤＵがエンカプセレーションしている時ｔｒｕｅ、それがエンカプセレー

ションされてない時ｆａｌｓｅ。

CLNIPN-UNITDATA-起動(data, EI, DA, SA, QoS, HE, HE Post-PAD)

data 転送されるＣＬＮＡＰ－ＰＤＵまたはＣＬＮＩＰ－ＰＤＵ

EI エンカプセレーションが実行されなければならない時ｔｒｕｅ、エンカプセレーションが実

行される必要がない時ｆａｌｓｅ。

以下のパラメータはＥＩがｔｒｕｅの時のみ存在する。

DA このパラメータはＣＬＮＩＰ－ＰＤＵのエンカプセレーションにおいて用いられる宛先ア

ドレスを指定する。それはデータパラメータに含まれるＰＤＵの宛先アドレスとは異なる

ことがある（例えばアドレス展開のため）。

SA このパラメータはＣＬＮＡＰ－ＰＤＵのＳＡに等しい。

QoS このパラメータは０に等しい。

HE このパラメータはＣＬＮＩＰ－ＰＤＵのエンカプセレーションにおいて転送される値を指
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定する。

HE Post-PAD このパラメータはＣＬＮＩＰ－ＰＤＵのエンカプセレーションにおいて転送される値を指

定する。はじめのオクテットは１に設定される。

CLNIPN-UNITDATA-通知(data, EI)

data 受信したＣＬＮＩＰ－ＰＤＵ

EI ＣＬＮＩＰ－ＰＤＵがエンカプセレーションしている時ｔｒｕｅ、それがエンカプセレー

ションされてない時ｆａｌｓｅ。

ＩＮＴＲＡ－ＤＯＭＡＩＮ

受信したＰＤＵがこのサーバのあるドメインのユーザ／ＣＬＡＩに送出される時使用される。（付図Ⅱ－

３参照）

ＩＮＴＲＡ－ＤＯＭＡＩＮパラメータ

data ＣＬＮＡＰ／ＣＬＮＩＰＮ／ＣＬＮＩＰＩ－ＵＮＩＴＤＡＴＡのｄａｔａパラメータ

@ ＢＯＭからの宛先アドレス；すなわちＩＡあるいはＧＡであることができる。

ingress IF typeＰＤＵがドメインに入ったインタフェースのタイプ；すなわちＣＬＡＩ，ＣＬＮＩＮ

またはＣＬＮＩＩであることができる。

egress IF type ＰＤＵが出されるドメインのインタフェースのタイプ；すなわちＣＬＡＩである。

EI 受信したＰＤＵがエンカプセレーションされているかどうかを示す。

ＩＮＴＥＲ－ＤＯＭＡＩＮ

受信したＰＤＵがこのサーバのあるドメインと異なるドメインに送出される時使用される。（付図Ⅱ－４

参照）

ＩＮＴＥＲ－ＤＯＭＡＩＮパラメータ

data ＣＬＮＡＰ／ＣＬＮＩＰＮ／ＣＬＮＩＰＩ－ＵＮＩＴＤＡＴＡのｄａｔａパラメータ

@ ＢＯＭからの宛先アドレス；すなわちＩＡあるいはＧＡまたはＮＧＡであることができる。

ingress IF typeＰＤＵがそのドメインに入ったインタフェースのタイプ；すなわちＣＬＡＩ，ＣＬＮＩＮま

たはＣＬＮＩＩであることができる。

egress IF type ＰＤＵが出されるドメインのインタフェースのタイプ；すなわちＣＬＮＩＩである。

EI 受信したＰＤＵがエンカプセレーションされているかどうかを示す。

ＧＡＲＦＬＯＯＤＩＮＧ

受信したＰＤＵがＧＡ／ＮＧＡの（部分的かそうでない）展開を要求する時使用される。（付図Ⅱ－５参

照）

ＧＡＲＦＬＯＯＤＩＮＧパラメータ

data ＣＬＮＡＰ／ＣＬＮＩＰＮ／ＣＬＮＩＰＩ－ＵＮＩＴＤＡＴＡのｄａｔａパラメータ

@ ＢＯＭからの宛先アドレス；すなわちＩＡあるいはＧＡまたはＮＧＡであることができる。
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ingress IF type ＰＤＵがそのドメインに入ったインタフェースのタイプ；すなわちＣＬＡＩ，ＣＬＮＩＮ

またはＣＬＮＩＩであることができる。 

egress IF type ＰＤＵが出されるドメインのインタフェースのタイプ；すなわちそのタイプは何でもよい。 

EI 受信したＰＤＵがエンカプセレーションされているかどうかを示す。 

 

ＤＥＬＩＶＥＲＹ 

 

ＰＤＵが、ドメインまたは他のドメインのユーザに届けられる時、そしてそのユーザが、ドメインのこ

のサーバに直接接続されているまたはこのサーバによって直接アクセス可能である時、使用される。（付

図Ⅱ－６参照） 

 

ＤＥＬＩＶＥＲＹパラメータ 

data ＣＬＮＡＰ／ＣＬＮＩＰＮ／ＣＬＮＩＰＩ－ＵＮＩＴＤＡＴＡ－起動パラメータ 

@ 宛先アドレス；すなわちＩＡあるいはＧＡまたはＮＧＡであることができる。 

ingress IF type ＰＤＵがそのドメインに入ったインタフェースのタイプ；すなわちＣＬＡＩ，ＣＬＮＩＮ

またはＣＬＮＩＩであることができる。 

egress IF type ＰＤＵが出されるドメインのインタフェースのタイプ；すなわちそのタイプはＣＬＡＩか

ＣＬＮＩＩである。 

Egress IF ＰＤＵがサーバから送出されるであろうインタフェースの表示 

EI  受信したＰＤＵがエンカプセレーションされているかどうかを示す。 

 

ＦＯＲＷＡＲＤ 

 

ＰＤＵがこのサーバからそのドメイン内に転送されなければならない時使用される。（付図Ⅱ－７参照） 

 

ＦＯＲＷＡＲＤパラメータ 

data ＣＬＮＡＰ／ＣＬＮＩＰＮ／ＣＬＮＩＰＩ－ＵＮＩＴＤＡＴＡ－起動パラメータ 

@ 宛先アドレス；すなわちＩＡあるいはＧＡまたはＮＧＡであることができる。 

ingress IF type ＰＤＵがそのドメインに入ったインタフェースのタイプ；すなわちＣＬＡＩ，ＣＬＮＩＮ

またはＣＬＮＩＩであることができる。 

egress IF type ＰＤＵが出されるドメインのインタフェースのタイプ；すなわちそのタイプはＣＬＡＩか

ＣＬＮＩＩである。 

Egress IF ＰＤＵがサーバから送出されるであろうインタフェースの表示。すなわちＣＬＮＩＮである。 

EI 受信したＰＤＵがエンカプセレーションされているかどうかを示す。 

 

ＦＬＯＯＤＩＮＧ 

 

展開あるいは部分的な展開がサーバで実行され、そしてそのドメイン内に満たされなければならない時、

このサーバによって用いられる。 

 

ＦＬＯＯＤＩＮＧパラメータ 

今後の検討課題 
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ＧＡ　ＲＥＳＯＬＵＴＩＯＮ

そのグループのメンバシップのに展開に用いられる。パラメータは今後の検討課題である。

ＲＯＵＴＥ＆ＬＩＮＫ

ＰＤＵに用いられるルートとリンクを導くために用いられる。パラメータは今後の検討課題である。
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ＩＮＴＲＡ－ＤＯＭＡＩＮ：ＰＤＵがドメイン内のＣＬＡＩに転送される

（ａ）ＣＬＡＩからＣＬＡＩへの転送

（ｂ）ＣＬＮＩＩからＣＬＡＩへの転送

付図Ⅱ－３／ＪＴ－Ｉ３６４　ＩＮＴＲＡ－ＤＯＭＡＩＮ

ドメイン A
CLAI

CLAI CLAI

CLNIN CLNIN

CLNIICLNII CLNIN

CLサーバ A
CPE4

ドメイン B CLサーバ CCLサーバ B

CPE3CPE2CPE1

ドメイン C

ドメイン A
CLAI

CLAI CLAI

CLNIN CLNIN

CLNIICLNII CLNIN

CLサーバ A
CPE4

ドメイン B CLサーバ CCLサーバ B

CPE3CPE2CPE1

ドメイン C
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ＩＮＴＥＲ－ＤＯＭＡＩＮ：ＰＤＵがドメイン間接続のためのＣＬＮＩＩに転送される

（ａ）ＣＬＡＩからＣＬＮＩＩへの転送

（ｂ）ＣＬＮＩＩからＣＬＮＩＩへの転送

付図Ⅱ－４／ＪＴ－Ｉ３６４　ＩＮＴＥＲ－ＤＯＭＡＩＮ

ドメイン A
CLAI

CLAI CLAI

CLNIN CLNIN

CLNIICLNII CLNIN

CLサーバ A
CPE4

ドメイン B CLサーバ CCLサーバ B

CPE3CPE2CPE1

ドメイン C

ドメイン A
CLAI

CLAI CLAI

CLNIN CLNIN

CLNIICLNII CLNIN

CLサーバ A
CPE4

ドメイン B CLサーバ CCLサーバ B

CPE3CPE2CPE1

ドメイン C
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ＧＡＲＦＬＯＯＤＩＮＧ：ドメインがＧＡＡ／ＮＧＡＡである時のＧＡ／ＮＧＡの展開

（注）ドメイン内の他のＣＬサーバのメンバへの転送はＦＬＯＯＤＩＮＧという

付図Ⅱ－５／ＪＴ－Ｉ３６４　ＧＡＲＦＬＯＯＤＩＮＧ

ＤＥＬＩＶＥＲＹ：ＰＤＵの入力側ノードと出力側ノードが同じ場合の転送

付図Ⅱ－６／ＪＴ－Ｉ３６４　ＤＥＬＩＶＥＲＹ

ドメイン A
(GAA/NGAA)

CLAI

CLAI CLAI

CLNIN CLNIN

CLNIICLNII CLNIN

FLOODING

CLサーバ A
CPE4

ドメイン B CLサーバ CCLサーバ B

CPE3CPE2CPE1

ドメイン C

ドメイン A
CLAI

CLAI CLAI

CLNIN CLNIN

CLNIICLNII CLNIN

CLサーバ A
CPE4

ドメイン B CLサーバ CCLサーバ B

CPE3CPE2CPE1

ドメイン C
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ＦＯＲＷＡＲＤ：ＰＤＵのｉｎｇｒｅｓｓノードとｅｇｒｅｓｓノードが異なる場合の転送

付図Ⅱ－７／ＪＴ－Ｉ３６４　ＦＯＲＷＡＲＤ

注意：以上の付図Ⅱ－３、Ⅱ－４、Ⅱ－５、Ⅱ－６、Ⅱ－７／ＪＴ－Ｉ３６４は、ＳＤＬ中で使用される用

語の定義をわかりやすくするために追加したものであり、ＩＴＵ-Ｔ勧告Ｉ．３６４に対応する図は存

在しない。

ドメイン A
CLAI

CLAI CLAI

CLNIN CLNIN

CLNIICLNII CLNIN

CLサーバ A
CPE4

ドメイン B CLサーバ CCLサーバ B

CPE3CPE2CPE1

ドメイン C
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付図Ⅱ－８／ＪＴ－Ｉ３６４　SDL　(sheet 1 of 15)
　　　(ITU-T I.364) ２１

ＩＤＬＥ

CLNAP-UNITDATA.
-通知

＠＝ＤＡ

INTRA-DOMAIN

Ingress IF type
=CLAI

GARFLOODING

E1

Ｎ

Ｎ

Ｎ

ドメインの CLAIから

GA 公衆グループアドレス

IA 公衆個別アドレス

着信先ユーザは
ドメイン外 data, GA, CLAI,

CLNII, EI

data, IA,
CLAI, EI

ＩＤＬＥ

INTER-DOMAIN

ＩＤＬＥ

着信先ユーザはドメイン内

＠はドメイン
に属するか？

＠のタイプ
＝1100?

data,IA,CLAI,
CLNII,EI

＠の GAAは
ドメイン内に
あるか？

ＩＤＬＥ

INTER-DOMAIN

ＩＤＬＥ

data, GA, CLAI,
EI

GA展開の実行

データ CLNAP-PDUアドレス
とアドレスタイプ
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付図Ⅱ－８／ＪＴ－Ｉ３６４　SDL　(sheet 2 of 15)
　　　　　　(ITU-T I.364)

３２１

＠＝ＤＡ

Ingress IF
type
= CLNII

宛先 IAは通過の許されたドメイン外

GA

Ｎ

Ｎ

Ｎ

E1

CLNIPI-UNITDATA.
-通知

ドメイン間
CLNI からの
PDU

＠のタイプ＝
1100?

INTRA-DOMAIN

＠はドメイン
に属するか？

ＩＤＬＥ

この GA に対する
GAA あ る い は
NGAA はドメイン
内にあるか？

GARFLOODING

ＩＤＬＥ

INTER-DOMAIN

ＩＤＬＥ

グループアドレス
GA

INTER-DOMAIN

ＩＤＬＥ

GAA は
ドメイン外

DA はエンカ
プセレーショ
ンしている
ヘッダから

data, IA, CLNII,
CLAI, EI

data, IA, CLNII,
CLNII, EI

data,GA/NGA,
CLNII, EI

data, GA,
CLNII,
CLNII, EI

E2

E4

E4
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付図Ⅱ－８／ＪＴ－Ｉ３６４　SDL　(sheet 3 of 15)
　　　　　(ITU-T I.364)

４３２

 CLNIPN-UNITDATA.
 -通知

＠＝ＤＡ

Ingress IF type
= CLNIN

Ｎ

Ｎ

CLNIP-PDUの最初の SAR-PDUから

DISCARＤ

グループアドレス GA

GAA/NGAAへ

data, GA/NGA,
CLNIN, CLNII, EI

data, GA/NGA,
CLNIN, EI

GA展開の実行
(全体的/部分的)

＠のタイプ
＝1100?

ＩＤＬＥ

ドメイン内

IA 個別アドレス

INTER-DOMAIN

ＩＤＬＥ

data, IA,
CLNIN,

ＩＤＬＥ

E2 E5

Ｎ

Ｎ

Ｎ

INTRA-DOMAIN

GARFLOODING

ドメインは
エンカプセ
レーション
しているか？

EI = TRUE?

＠はドメイン
に属するか？

data, IA,
CLNIN,
CLAI, EI

ＩＤＬＥ

GA/NGAは
ドメイン出身か？

INTER-DOMAIN

ＩＤＬＥ

E3

E5
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付図Ⅱ－８／ＪＴ－Ｉ３６４  SDL  (sheet 4 of 15)
    　(ITU-T I.364)

５４３

INTRA-DOMAIN
data, IA,
CLNIN,
CLAI, EI

IA,
非エンカプセレーションドメイン

CLNIP はエンカプセレーションしている、
もしくはエンカプセレーションしていない

Ｎ＠ はドメインに
  属するか？

ＩＤＬＥ

INTER-DOMAIN

ＩＤＬＥ

data, IA,
CLNIN,
CLNII, EI

E3
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付図Ⅱ－８／ＪＴ－Ｉ３６４  SDL  (sheet 5 of 15)
    (ITU-T I.364) ６５４

INTRA-DOMAIN

ROUTE & LINK?
（注１）

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

egress IF type
= CLAI

DELIVERY

EI = FALSE

DECAPSULATE

入力側機能
出力側ﾉｰﾄﾞ
確定

入力側で
IA,IAP,PDUを
ﾃﾞｶﾌﾟｾﾚｰｼｮﾝ

出力側機能
出力側ﾉｰﾄﾞ
=入力側ﾉｰﾄﾞ

入力側機能
出力側ﾉｰﾄﾞは
入力側ﾉｰﾄﾞではない

網ｵﾌﾟｼｮﾝは入力側
ﾉｰﾄﾞでﾃﾞｶﾌﾟｾﾚｰｼｮﾝ
する

DAに IAを持つ
CLNAP-PDUのみが
ﾃﾞｶﾌﾟｾﾚｰｼｮﾝされる

（注１）ROUTE&LINKの詳細な手順は今後の検討課題である。

出力側ﾉｰﾄﾞ
= 入力側ﾉｰﾄﾞ？

@ からﾙｰﾄとﾘﾝｸを
導く

data, IA, CLAI/
NI, CLAI,
egressIF, EI

  転送の網ｵﾌﾟ
ｼｮﾝはﾃﾞｶﾌﾟｾﾚｰｼｮﾝ
   のみか？

data, IA, CLAI/
NI, CLAI,
egressIF, EI

E12

 ｴﾝｶﾌﾟｾﾚｰｼｮﾝ
された PDU は
  GAP か？

FORWARD

FORWARD

ﾉｰﾄﾞ

EI = FALSE ?

FORWARD

E12
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付図Ⅱ－８／ＪＴ－Ｉ３６４  SDL  (sheet 6 of 15)
     (ITU-T I.364) ７６５

ROUTE & LINK

Ｎ

egress IF type
= CLNII

DELIVERY

出力側機能
ﾛｰｶﾙ CLAIへ

data,IA/GA/NGA,
CLAI/NI,CLNII,
egressIF,EI

INTER-DOMAIN

出力側ﾉｰﾄﾞ
= 入力側ﾉｰﾄﾞ？

入力側機能
出力側ﾉｰﾄﾞ
確定

FORWARD
data, GA/NGA/IA,
CLAI/NI, CLNII,
egressIF,EI

入力側機能



－ 67 － ＪＴ－Ｉ３６４

付図Ⅱ－８／ＪＴ－Ｉ３６４  SDL  (sheet 7 of 15)
     (ITU-T I.364) ８７６

GARFLOODING

GA
RESOLUTION
（注２）

接続ﾒﾝﾊﾞｰﾘｽﾄの
ｲﾝﾃﾞｯｸｽ初期化

egress IF type
= CLAI

DELIVERY

ﾘｽﾄのｲﾝﾃﾞｯｸｽ
を更新する

入力側機能
以下を提供する

Ｎ

E10

（注２）GA RESOLUTIONの詳細な手順は今後の検討課題である。

・接続された
  メンバーのリスト

・NGAのリスト
・各 NGAへのルート／リンク

・いかなる NGAにも属さない
  外部メンバー

  ｲﾝﾃﾞｯｸｽは
ﾘｽﾄの最後では
   無い？

出力側機能

直接接続された
ﾒﾝﾊﾞｰのために

data, GA, CLAI
/NI, CLAI,
egressIF,EI

FLOOD 入力側機能
floodドメイン

この PDUを受信しない
各リンク

NGA/直接接続される
ﾒﾝﾊﾞｰを参照
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付図Ⅱ－８／ＪＴ－Ｉ３６４  SDL  (sheet 8 of 15)
     (ITU-T I.364) ９８７

NGA,非 NGA
ﾒﾝﾊﾞｰﾘｽﾄの
ｲﾝﾃﾞｯｸｽ初期化

DELIVERY

@ = 現行の NGA

Ｎ

Ｎ

Ｎ

ﾘｽﾄのｲﾝﾃﾞｯｸｽ
を更新する

  @ = 現行の
    IA ﾒﾝﾊﾞｰ

NGAの NGAAに
直接接続されるﾉｰ
ﾄﾞ

出力側
機能

data, NGA/IA,
CLAI/NI, CLNII,
egress IF, EI

E10

もしくは、
NGAに属さないﾒﾝﾊﾞへの
方路上の網に
直接接続されるﾉｰﾄﾞ

NGAs /
NGAに属さないﾒﾝﾊﾞｰ
のﾘｽﾄ

ｲﾝﾃﾞｯｸｽはﾘｽﾄの
 最後では無い？

出力側ﾉｰﾄﾞ
= 入力側ﾉｰﾄﾞ？

NGA?

リンクは
ドメイン内
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付図Ⅱ－８／ＪＴ－Ｉ３６４  SDL  (sheet 9 of 15)
     (ITU-T I.364) 10９８

FFS

(注３)

ドメインに特有FLOOD

例えばｽﾊﾟﾆﾝｸﾞ･ﾂﾘｰによる
flooding

到達した各ﾉｰﾄﾞでは
以下が必要

-ﾒﾝﾊﾞｰへの展開と転送

-直接接続された NGA,
および、

NGAに属さないが直接ｱｸｾｽ可能な
ﾒﾝﾊﾞｰへの転送

（注３）ＦＦＳの詳細な手順は今後の検討課題である。
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付図Ⅱ－８／ＪＴ－Ｉ３６４　ＳＤＬ　(sheet 10 of 15)

　　　　　　　　　　　　　　　　(ITU-T I.364)
1110９

９

DISCARD

Ｎ

Ｎ

Ｎ

最初の
SAR-PDU か ら
SAを取得

E 6

SA によって識別
される CLAIを取
得

直接接続された CLAI
または CLNIIへ

Ｎ

EI = TRUE

DERIVATION OF
ENCAPSULATING
PARAMETERS

Ｎ

CLNAP-UNITDATA.
起動

着信先 CLAI へ転送
する

DELIVERY

出力側機能

CLNAP / CLNIP-
PDU の BOM か
らの SA

発信元 CLAIへの
返送を防止する

DECAPSULATE
PDU はエンカプセ
レーションされてい
た

着信先 CLAI へ転送す
る

E 6

CLNIPI-UNITDATA..
起動

他ドメイン CLNIへの転送

エンカプセレー
ションする必要
あり

DA, SA,
 QoS, HE,
HE Post-PAD

data, EI, DA, SA,
QoS, HE,
HE Post-PAD

EI = TRUE

DERIVATION OF
ENCAPSULATING
PARAMETERS

CLNIPI-UNITDATA..
起動

他ドメインへ転
送する

E11

PDU はエンカ
プセレーション
される必要あり

DA, SA, QoS, HE,
HE Post-PAD

data, EI, DA, SA,
QoS, HE,
HE Post-PAD

egress IF type
= CLAI ?

ingress IF type
= CLAI ?

EI = FALSE ?

EI = TRUE?

egress IF type
= CLAI(SA) ?
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121110付図Ⅱ－８／ＪＴ－Ｉ３６４　SDL　(sheet 11 of 15)
　        (ITU-T I.364)

EI = FALSE

デ ー タ か ら
CLNIP ヘッダを
除去

データからアライ
ンメントヘッダを
除去

E11

PDU は既にエン
カプセレーション
されている

現在の PDU を保持
する

DISCARD DECAPSULATE
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131211
付図Ⅱ－８／ＪＴ－Ｉ３６４　SDL　(sheet 12 of 15)

　        (ITU-T I.364)

DISCARD

Ｎ

Ｎ

Ｎ

Ｎ

ドメイン内

EI = TRUE

data,@,ingress IF type,
egress IF type,
egress IF,EI

FORWARD

E 8

着信先ユーザはド
メインに属する

入力側機能

DERIVATION OF
ENCAPSULATING
PARAMETERS

CLNIPN-UNITDATA..
起動 転送

E 7
非エンカプセレーショ
ンドメイン

EI = FALSE

CLNIPN-UNITDATA..
起動

現在の PDU
を保持

PDUは CLNI上で
受信され、中継

出力側インタフェー
スは CLNIegress IF type

= CLAI ?

ingress IF type
= CLAI ?

EI = TRUE ?

ドメインは
エンカプセレーショ

ンする ?
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141312
付図Ⅱ－８／ＪＴ－Ｉ３６４　SDL　(sheet 13 of 15)

　        (ITU-T I.364)

Ｎ

EI = FALSE
CLNIP-PDU
としての
CLNAP-PDU

E 7
非エンカプセレー
ションドメイン

出力側インタフェース
は CLAI

CLNIPN-UNITDATA..
起動

EI = FALSE

CLNIPN-UNITDATA..
起動

現在の PDU
を保持

出力側ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ CLAI
入力側ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ CLNIingress IF type

= CLAI ?
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151413
付図Ⅱ－８／ＪＴ－Ｉ３６４　SDL　(sheet 14 of 15)

　        (ITU-T I.364)

DISCARD

Ｎ

Ｎ

DERIVATION OF
ENCAPSULATING
PARAMETERS

EI = TRUE
エンカプセ
レーション
し、転送する

Ｎ

E 8
出力側インタフェースは
CLNI、
着信先はドメイン外

CLNIPN-UNITDATA..
起動

EI = FALSE

CLNIPN-UNITDATA..
起動

現在の PDU
を保持

エンカプセレー
ションドメイン
の中継

非エンカプセレー
ションドメイン

中継または
転送

E 9

EI = FALSE

CLNIPN-UNITDATA..
起動

ドメインは
エンカプセレーショ

ンする ?

ingress IF type
= CLAI ?

Ｎ
EI = TRUE ? ingress IF type

= CLAI ?
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1514
付図Ⅱ－８／ＪＴ－Ｉ３６４　SDL　(sheet 15 of 15)

　        (ITU-T I.364)

EI = FALSE

DERIVATION OF
ENCAPSULATING
PARAMETERS

DA = @

受信 BOMから
SAをコピー

HE Post-PAD
を導出

E 9
出力側インタフェース
は CLNI、
入力側インタフェース
は CLNI

CLNIPN-UNITDATA..
起動

現在の PDU
を保持

QoS = 0

HEを導出

デフォルト 0

デフォルト時
CLNAP-PDU から
コピー

第 1オクテット
 = ‘1’



ＪＴ－Ｉ３６４ － 76 － 

付録Ⅲ 拡張グループアドレス展開によって動作している網の例 
（この付録は本標準にとって必須の項目ではない。） 

 

Ⅲ.１ 導入 

 多くの網はグループアドレスの展開処理に参加することができる。ＧＡＡは、グループアドレスの完全

または部分的な展開を行う。ＧＡＡによる部分的な展開の場合、完全な展開はＮＧＡＡのサポートによっ

て行われる。 

 与えられたグループのためのグループアドレス展開処理に関する網は、ツリー構造で相互接続される（付

図Ⅲ－１／ＪＴ－Ｉ３６４参照）。この構造はまた、スパニングツリーとして知られている。このツリーが

かなり静的で再構築がルートから開始されることに注意しなければならない。 

 ＧＡＰｎはグループアドレスＣＬＮＡＰ－ＰＤＵを示す。ＧＡＰｅは、エンカプセレーションされたＣ

ＬＮＡＰ－ＰＤＵ、すなわちＣＬＮＩＰ－ＰＤＵを示す。 

 

Ⅲ.２ 拡張グループアドレス展開で使用されるアルゴリズム 

 以下のアルゴリズムは、拡張グループアドレス展開処理の動作を記述する。 

 

ＩＦ 宛先アドレスＤＡ＝α ＴＨＥＮ 

 ／／同報を実行 

 ＦＯＲ 複数のαと関連する複数の個別アドレス 

  ＰＤＵのコピーを送信 

 ＥＮＤ ＦＯＲ 

 ＦＯＲ 複数のαと関連する複数のＮＧＡ ν 

  ＩＦ ＰＤＵからのＬＡＳＴＲＥＳフィールド＝νのＮＧＩＤ ＴＨＥＮ 

   無動作 

  ＥＬＳＥ 

   宛先アドレスＤＡをνへ設定する 

   ＰＤＵのコピーをνへ送信 

  ＥＮＤ ＩＦ 

 ＥＮＤ ＦＯＲ 

ＥＮＤ ＩＦ 

 

そのＮＧＡがβである場合の、ＮＧＡＡのアルゴリズム 

 

ＩＦ 宛先アドレスＤＡ＝βかつＰＤＵのＬＡＳＴＥＲＲＥＳフィールドがβのＮＧＩＤと異なる ＴＨＥ

Ｎ 

 ／／同報を実行 

 ＦＯＲ 複数のβと関連した複数の個別アドレス 

  ＰＤＵのコピーを送信 

 ＥＮＤ ＦＯＲ 

 ＦＯＲ 複数のβと関連した複数のＮＧＡ 

  ＩＦ ＰＤＵからのＬＡＳＴＲＥＳフィールドがνのＮＧＩＤと異なる ＴＨＥＮ 

   宛先アドレスＤＡをνへ設定 

   ＰＤＵのコピーをνへ設定 
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  ＥＮＤ ＩＦ 

 ＥＮＤ ＦＯＲ 

ＥＬＳＥ ＩＦ 宛先アドレスＤＡ＝βかつＰＤＵのＬＡＳＴＲＥＳフィールドがβのＮＧＩＤと等しい Ｔ

ＨＥＮ 

 ＰＤＵを廃棄 

 

ＥＬＳＥ ＩＦ 宛先アドレスＤＡ＝αかつＬＡＳＴＲＥＳが 0またはβと関連したＮＧＡのうちの１つのＮ

ＧＩＤのどちらか ＴＨＥＮ 

 ／／同報を実行 

 ＦＯＲ 複数のβと関連した複数の個別アドレス 

  ＰＤＵのコピーを送信 

 ＥＮＤ ＦＯＲ 

 ＦＯＲ 複数のβと関連した複数のＮＧＡ 

  ＩＦ ＰＤＵからのＬＡＳＴＲＥＳフィールドがνのＮＧＩＤと異なる ＴＨＥＮ 

   宛先アドレスＤＡをνへ設定 

   ＰＤＵのコピーをνへ送信 

  ＥＮＤ ＩＦ 

 ＥＮＤ ＦＯＲ 

 ＰＤＵのコピーをＧＡＡの方向へ転送する： 

  宛先アドレスＤＡ＝α；／／変更なし 

  ＬＡＳＴＲＥＳフィールド＝βのＮＧＩＤ 

ＥＬＳＥ 

 ＰＤＵのコピーをＧＡＡの方向へ転送する；／／宛先アドレスとＬＡＳＴＲＥＳフィールドは変更なし 

ＥＮＤ ＩＦ 

 

Ⅲ.３ 動作例 

Ⅲ.3.1  ネットワーク構成 

 ツリーはいくつかの階層レベルを含んでいる。ツリー内のそれぞれのノードはユニークな番号（ＮＧＩ

Ｄ）を持ち、ＮＧＡＡまたは与えられたグループアドレス展開処理に参加するＧＡＡのルートのどちらかを

表している。ツリー内のノードの位置に依存し、ノードは多くの異なる機能をサポートする必要がある： 

１） ローカルグループアドレス展開 

ノードは、追加された付属するＵＮＩの一つを介してＧＡＰｎを受信する。ＧＡはＧＡもしくはＮ

ＧＡＡによって処理から提供される。ＧＡＰｎのコピーの数は、ＧＡもしくはＮＧＡＡから処理提

供されたＩＡの数から決定される。決定した数分のＧＡＰｎのコピーの決定された数はが作られ、

適切なＵＮＩを介して作られまた送信される。 

２） ツリー内のグループアドレス分配機能 

動いているノードは、そのノードに接続されているどれかのノードからのＧＡＰｅ、または追加さ

れた付属するＵＮＩの一つを介したＧＡＰｎのどちらかを受信する。ＧＡＰｎはエンカプセレーシ

ョンされる。ＧＡＰｅのコピーの必要数が作られ、ＧＡＰが送られてきたノードを除くのすべての

ノードに送信される。 

３） ネステッド入れ子になっているグループの管理 

ＮＧＡＡは特定有のＧＡによって提供されるすべてのＩＡを含んでいるリストを維持する。このリ

ストがＧＡＡにより維持されているリストに従っていることが保証されなければならない。 
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４）　グループの管理

　ノード１、３、４、５、および８は機能１、２、および３を実行する。

　ノード２、６、７、９、１０、および１１は機能２と３を実行する。万一ノードがグループのメンバーに

提供するのサーバとなる場合には、機能１もまた実行される。

　ノード１２は機能２と４を実行する。万一ノードがグループのメンバーに提供するのサーバとなる場合に

は、機能１もまた実行される。

　下表はＧＡＡに蓄えられなければならない情報を示す。列行に含まれている情報は、個々のＮＧＡＡに蓄

えられなければならない。さらに、個々のＮＧＡＡは特定特有のＧＡのためのＧＡＡのノード番号を知って

いる（付表Ⅲ－１／ＪＴ－Ｉ３６４参照）。
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付表 Ⅲ－１／ＪＴ－Ｉ３６４ 部分的な展開のためのアドレス情報 

部分的な展開のための Reachability情報 

例えば、付図Ⅲ－１／ＪＴ－Ｉ３６４の構成では 

(ITU-T I.364) 
 

ノード番号 サーバ種別 サポートして

いる機能 
ローカルで処理提供されるグル

ープのメンバー 
分配先の提供を受けるグ

ループのノード 

１ ＮＧＡＡ １、２、３ ＩＡ１、ＩＡ２、ＩＡ３、ＩＡ

４、ＩＡ５、ＩＡ６、ＩＡ７、

ＩＡ８ 

２ 

２ ＮＧＡＡ １、２、３ ＩＡ９、ＩＡ１０ １、６ 

３ ＮＧＡＡ １、２、３ ＩＡ１６、ＩＡ１７、ＩＡ１

８、ＩＡ１９、ＩＡ２０、ＩＡ

２１ 

６ 

４ ＮＧＡＡ １、２、３ ＩＡ１１、ＩＡ１２、ＩＡ１

３、ＩＡ１４、ＩＡ１５ 
６ 

５ ＮＧＡＡ １、２、３ ＩＡ２２ ６ 

６ ＮＧＡＡ １、２、３ ＩＡ２３、ＩＡ２４ ２、３、４、５、７ 

７ ＮＧＡＡ ２、３  ６、１２ 

８ ＮＧＡＡ １、２、３ ＩＡ２５、ＩＡ２６、ＩＡ２

７、ＩＡ２８ 
９ 

９ ＮＧＡＡ １、２、３ ＩＡ２９、ＩＡ３０、ＩＡ３

１、ＩＡ３２、ＩＡ３３、ＩＡ

３４ 

８、１２ 

１０ ＮＧＡＡ ２、３  １２ 

１１ ＮＧＡＡ ２、３  １２ 

１２ ＧＡＡ １、２、４ ＩＡ３５ ７、９、１０、１１ 

 

Ⅲ.3.2  グループアドレス区分手順の説明 

 ノード１がＧＡＰｎを受信した場合。 

 

ノード１ 

 ＧＡＰｎが受信され有効となる。ＧＡＰｎは８回コピーされて、ＩＡ１－ＩＡ８に属するＵＮＩを介し

てコピーが送信される。受信されたＧＡＰｎは以下のとおりエンカプセレーションされる： 

 ＤＡｅ  ＝ＮＧＡＡ２ 

 ＳＡａｅ  ＝ＳＡｎ 

 ＤＡｎ  ＝ＧＡ 

 ＳＡｎ  ＝ＳＡｎ 

 ＮＧＩＤ ＝１ 

結果として生じるＧＡＰｅは、ノード２の方向へ通じているリンクを介して送信される。 

 

ノード２ 

 ＧＡＰｅの最初のセルを受信する。エンドユーザーブロックを実行することができる。ブロックは必須

ではない。ＮＧＩＤは記録されて、最初のセルは廃棄され、ＧＡＰｅ（＝ＧＡＰｎ）の残り（＝ＧＡＰｎ）

は処理できる。ＧＡＰｎは２回コピーされて、コピーはＩＡ９とＩＡ１０に属するＵＮＩを介して送信さ

れる。ＧＡＰｎは再びエンカプセレーションされる。コピーは以下の情報を伝える： 
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ＤＡｅ　　＝ＮＧＡＡ６

ＳＡｅ　　＝ＳＡｎ

ＤＡｎ　　＝ＧＡ

ＳＡｎ　　＝ＳＡｎ

ＮＧＩＤ　＝２

結果として生じるＧＡＰｅは、ノード６の方向へ通じているリンクを介して送信される。

ノード６

　ＧＡＰｅの最初のセルを受信する。エンドユーザーブロックを実行することができる。ブロックは必須で

はない。ＮＧＩＤは記録されて、最初のセルは廃棄され、ＧＡＰｅ（＝ＧＡＰｎ）の残り（＝ＧＡＰｎ）は

処理できる。ＧＡＰｎは２回コピーされて、コピーはＩＡ２３とＩＡ２４に属するＵＮＩを介して送信され

る。ＧＡＰｎは再びエンカプセレーションされる。有効な 4つのコピーが作られて、以下の情報を伝える：

ＤＡｅ　　＝ＮＧＡＡ７

ＳＡｅ　　＝ＳＡｎ

ＤＡｎ　　＝ＧＡ

ＳＡｎ　　＝ＳＡｎ

ＮＧＩＤ　＝６

結果として生じるＧＡＰｅは、ノード７の方向へ通じているリンクを介して送信される。

ＤＡｅ　　＝ＮＧＡＡ５

ＳＡｅ　　＝ＳＡｎ

ＤＡｎ　　＝ＧＡ

ＳＡｎ　　＝ＳＡｎ

ＮＧＩＤ　＝６

結果として生じるＧＡＰｅは、ノード５の方向へ通じているリンクを介して送信される。

ＤＡｅ　　＝ＮＧＡＡ４

ＳＡｅ　　＝ＳＡｎ

ＤＡｎ　　＝ＧＡ

ＳＡｎ　　＝ＳＡｎ

ＮＧＩＤ　＝６

結果として生じるＧＡＰｅは、ノード４の方向へ通じているリンクを介して送信される。

ＤＡｅ　　＝ＮＧＡＡ３

ＳＡｅ　　＝ＳＡｎ

ＤＡｎ　　＝ＧＡ

ＳＡｎ　　＝ＳＡｎ

ＮＧＩＤ　＝６

結果として生じるＧＡＰｅは、ノード３の方向へ通じているリンクを介して送信される。

ノード３

　ＧＡＰｅの最初のセルを受信する。エンドユーザーブロックを実行することができる。ブロックは必須で

はない。ＮＧＩＤは記録されて、最初のセルは廃棄され、ＧＡＰｅ（＝ＧＡＰｎ）の残り（＝ＧＡＰｎ）は

処理できる。ＧＡＰｎは６回コピーされて、コピーはＩＡ１６－ＩＡ２１に属するＵＮＩを介して送信され

る。これ以上の処理は要求されない。
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ノード４

　ＧＡＰｅの最初のセルを受信する。エンドユーザーブロックを実行することができる。ブロックは必須で

はない。ＮＧＩＤは記録されて、最初のセルは廃棄され、ＧＡＰｅ（＝ＧＡＰｎ）の残り（＝ＧＡＰｎ）は

処理できる。ＧＡＰｎは５回コピーされて、コピーはＩＡ１１－ＩＡ１５に属するＵＮＩを介して送信され

る。これ以上の処理は要求されない。

ノード５

　ＧＡＰｅの最初のセルを受信する。エンドユーザーブロックを実行することができる。ブロックは必須で

はない。ＮＧＩＤは記録されて、最初のセルは廃棄され、ＧＡＰｅ（＝ＧＡＰｎ）の残り（＝ＧＡＰｎ）は

処理できる。ＧＡＰｎは１回コピーされて、コピーはＩＡ２２に属するＵＮＩを介して送信される。これ以

上の処理は要求されない。

ノード７

　ＧＡＰｅの最初のセルを受信する。エンドユーザーブロックを実行することができる。ブロックは必須で

はない。ＮＧＩＤは記録されて、最初のセルは廃棄され、ＧＡＰｅ（＝ＧＡＰｎ）の残り（＝ＧＡＰｎ）は

処理できる。ＧＡＰｎは再びエンカプセレーションされる。コピーは以下の情報を伝える：

ＤＡｅ　　＝ＮＧＡＡ１２

ＳＡｅ　　＝ＳＡｎ

ＤＡｎ　　＝ＧＡ

ＳＡｎ　　＝ＳＡｎ

ＮＧＩＤ　＝７

結果として生じるＧＡＰｅは、ノード１２の方向へ通じているリンクを介して送信される。

ノード１２

　ＧＡＰｅの最初のセルを受信する。エンドユーザーブロックを実行することができる。ブロックは必須で

はない。ＮＧＩＤは記録されて、最初のセルは廃棄され、ＧＡＰｅ（＝ＧＡＰｎ）の残り（＝ＧＡＰｎ）は

処理できる。ＧＡＰｎは１回コピーされて、コピーはＩＡ３５に属するＵＮＩを介して送信される。ＧＡＰ

ｎは再びエンカプセレーションされる。コピーは以下の情報を伝える：

ＤＡｅ　　＝ＮＧＡＡ９

ＳＡｅ　　＝ＳＡｎ

ＤＡｎ　　＝ＧＡ

ＳＡｎ　　＝ＳＡｎ

ＮＧＩＤ　＝１２

結果として生じるＧＡＰｅは、ノード９の方向へ通じているリンクを介して送信される。

ＤＡｅ　　＝ＮＧＡＡ１０

ＳＡｅ　　＝ＳＡｎ

ＤＡｎ　　＝ＧＡ

ＳＡｎ　　＝ＳＡｎ

ＮＧＩＤ　＝１２

結果として生じるＧＡＰｅは、ノード１０の方向へ通じているリンクを介して送信される。

ＤＡｅ　　＝ＮＧＡＡ１１

ＳＡｅ　　＝ＳＡｎ

ＤＡｎ　　＝ＧＡ
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ＳＡｎ　　＝ＳＡｎ

ＮＧＩＤ　＝１２

結果として生じるＧＡＰｅは、ノード１１の方向へ通じているリンクを介して送信される。

ノード９

　ＧＡＰｅの最初のセルを受信する。エンドユーザーブロックを実行することができる。ブロックは必須で

はない。ＮＧＩＤは記録されて、最初のセルは廃棄され、ＧＡＰｅ（＝ＧＡＰｎ）の残り（＝ＧＡＰｎ）は

処理できる。ＧＡＰｎは６回コピーされて、コピーはＩＡ２９－ＩＡ３４に属するＵＮＩを介して送信され

る。ＧＡＰｎは再びエンカプセレーションされる。コピーは以下の情報を伝える：

ＤＡｅ　　＝ＮＧＡＡ８

ＳＡｅ　　＝ＳＡｎ

ＤＡｎ　　＝ＧＡ

ＳＡｎ　　＝ＳＡｎ

ＮＧＩＤ　＝９

結果として生じるＧＡＰｅは、ノード８の方向へ通じているリンクを介して送信される。

ノード８

　ＧＡＰｅの最初のセルを受信する。エンドユーザーブロックを実行することができる。ブロックは必須で

はない。ＮＧＩＤは記録されて、最初のセルは廃棄され、ＧＡＰｅ（＝ＧＡＰｎ）の残り（＝ＧＡＰｎ）は

処理できる。ＧＡＰｎは４回コピーされて、コピーはＩＡ２５－ＩＡ２８に属するＵＮＩを介して送信され

る。これ以上の処理は要求されない。
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付図Ⅲ－１／ＪＴ－Ｉ３６４   （Ｎ）ＧＡＡｓに関して相互接続するツリー構造

                 (ITU-T I.364)
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　　　　　第２版　作成協力者（２０００年１月２５日）

　　第二部門委員会

委員長 岡田  忠信 日本電信電話（株）

副委員長 竹之内　雅生 ＫＤＤ（株）

副委員長 見持　博之 （株）日立製作所

委員 山越  豊彦 東京通信ネットワーク（株）

委員 貝山  明 ＮＴＴ移動通信網（株）

委員 森　文男 （株）エヌ・ティ・ティ・データ

委員 萩原　啓司 住友電気工業（株）

委員 柳田　達哉 ノーテル　ネットワークス（株）

委員 稲見  任 富士通（株）

委員 田中　信吾 （財）電気通信端末機器審査協会

委員 青柳　慎一 WG2-1委員長・日本電信電話（株）

委員 加藤  周平 WG2-1副委員長・沖電気工業（株）

委員 飛田  康夫 WG2-1副委員長・三菱電機（株）

委員 小林　敏晴 WG2-2委員長・ＫＤＤ（株）

委員 保村  英幸 WG2-2副委員長・西日本電信電話(株)

委員 河合　淳夫 WG2-3委員長・（株）日立製作所

委員 杉山  秀紀 WG2-3副委員長・日本アイ・ビー・エム（株）

委員 富久田  孝雄 WG2-3副委員長・日本電気（株）

委員 三浦  章 WG2-4委員長・日本電信電話（株）

委員 松田　雅之 WG2-4副委員長・ＫＤＤ（株）

委員 竹内  宏則 WG2-4副委員長・松下通信工業（株）

委員 三宅  功 WG2-5委員長・日本電信電話（株）

委員 加藤  聰彦 WG2-5副委員長・ＫＤＤ（株）

委員 中牧　恭一 WG2-5副委員長・沖電気工業（株）

委員 前田  洋一 WG2-B-ISDN委員長・日本電信電話（株）

　　　　　　　　               （注）　WG2-xx　：第二部門委員会　第 xx（xx 特別）専門委員会



　　第二部門委員会　第五専門委員会

委員長 三宅  功 日本電信電話（株）

副委員長 加藤  聰彦 ＫＤＤ（株）

副委員長 中牧　恭一 沖電気工業（株）

委員 池田  拓郎 宇宙通信（株）

委員 岡部　篤人 ＫＤＤ（株）

委員 赤鹿　勝寛 第二電電（株）

委員 松丸  慶 東京通信ネットワーク（株）

委員 栗林　洋志 日本テレコム（株）

特別専門委員 石井  比呂志 SWG2リーダ・日本電信電話（株）

委員 森田  直孝 日本電信電話（株）

委員 内川  亘 大阪メディアポート（株）

委員 鈴木　政好 安藤電気（株）

委員 松本  尚 アンリツ（株）

委員 宮下　慎一 大倉電気（株）

委員 田代　隆夫 沖電気工業（株）

特別専門委員 松沼  敬二 SWG1リーダ・沖電気工業（株）

委員 塚本  隆博 キヤノン（株）

委員 勝海  繁範 住友電気工業（株）

委員 古木  靖二 （株）大興電機製作所

委員 野上　和男 （株）東芝

委員 森住　哲也 東洋通信機（株）

委員 寺内  進 日本アイ・ビー・エム（株）

委員 中島  英規 日本ルーセント・テクノロジー（株）

委員 永野　宏 日本電気（株）

特別専門委員 赤田  正雄 SWG4リーダ・日本電気（株）

委員 小熊  弘 日本無線（株）

委員 中島  己範 日本ユニシス（株）

委員 外山　貴章 （株）日立製作所

委員 細田  雅明 富士通（株）

特別専門委員 宗宮  利夫 SWG3リーダ・富士通（株）

委員 鈴木  弘喜 松下通信工業（株）

委員 川口　さち子 松下電器産業（株）

委員 矢野  雅嗣 三菱電機（株）

委員 藤井　孝則 （株）リコー

委員 今井　雅史 中部電力（株）

委員 田澤　俊二 （財）電気通信端末機器審査協会

委員 藤川　五郎 東京電力（株）

委員 濱井　龍明 (株)京セラDDI未来通信研究所

事務局 中村　剛万 ＴＴＣ第２技術部



　　ＪＴ－Ｉ３６４　検討グループ　（ＳＷＧ３）

リーダ*1 宗宮　利夫 富士通（株）

サブリーダ 矢野  雅嗣 三菱電機（株）

特別専門委員 吉田　浩二 ＫＤＤ（株）

委員 赤鹿　勝寛 第二電電（株）

委員 栗林　洋志 日本テレコム（株）

特別専門委員 川原　亮一 日本電信電話（株）

委員 内川  亘 大阪メディアポート（株）

特別専門委員 坂元　宏行 沖電気工業（株）

特別専門委員 川辺　浩一 （株）東芝

特別専門委員 鈴木　雄一 日本電気（株）

特別専門委員 樽屋　克彦 （株）日立製作所

特別専門委員 下江　敏夫 富士通（株）

　　　　　　　　　　＊１：特別専門委員


	　　



